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SRM [新入 会 ] 小島 忠 三 (浦和 市 埼玉 大 学 文 理学 部 地質 学 教 宰 ), 芦田 佐吉 (秋田 
市 手形 北 光 寮 ) , MARE (仙人 市 国分 町 174 KS RSW K. K. 仙人 台 事 務 所 ), 弘前 大 
学 附 属 図 書 倍 教 育 部 分 仁 (弘前 市 下 自 銀 町 1) 

[転居 及び 転勤 ] 富田 光孝 (岡山 県 久米 郡 概 原 町 覆 原 鉱山 探査 係 ), BAR (東京 都 洪 
区 芝 新 橋 5 丁目 12 の 1 住友 金属 鍼 山 KK. 技術 部 ), MEM ( 才 蘭 市 中 島町 富士 鉄 社宅 
232 の に ), 津留 和子 (熊本 市 本 庄 町 公務員 アパ ー ト RR.B.22 号 ), BAR (兵庫 県 朝 
来 郡 生野 町 生野 鉄山 地質 課 ) 


日 本 岩石 太 物 斑 床 学会 昭和 31 年度 総会 並 びに 学術 講演 会 開催 予告 

期日 昭和 31 年 10 月 5 日 ( 金 ) ~8 日 (A) 

場所 東北 大 学 理 学部 

本 会 昭和 3142 EBA Uc ARBRE RS 10 月 5 日 と 6 日 の 両日 仙人 台 市 東北 大 学 理 
学部 に 於 て , 叉 7 日 , 8 日 の 両日 見 学 旅行 を 行う 予定 で すか ら , 会 員 諸 賢 は 故 つて 御 参加 下 
a Wo 高 詳 細 は 次 号 に 掲載 IL Se To 
講演 申込 み に つ いて 
講演 希望 者 は 講演 内 容 (400 宇 以内 ) , 所 要 時 間 を 付記 し て 本 会 宛 御 申込 み 下 さい 。 
講演 時 間 は 1 題 20 分 以内 (予定 ) と し ます 。 
連名 の 場合 は 講演 者 を 明記 し て 下さ い 。 
講演 申込 み は 8 月 20 日 迄 で す ( 厳 守 )。 
日 本 学術 会 議 第 四 期 会 員 選 叩 の 件 
本 学術 会 議 中 央 選挙 管 理 会 委員 長 か ら 本 会 宛 下 記 の 件 に つき 会 員 各 位 に 周知 方 依頼 が 
zy) SES 
1. 選挙 権 ・ 被 選挙 権 を も つた め に は 

本 年 12 月 10 日 に 日 本 学術 会 給 第 四 期 会 員 の 選挙 が 行わ れる が , 選挙 権 を 行使 し 又は 選 
挙 さ れる た め に は , 登録 用 カー ド を 提出 し , 本 管理 会 で 認定 され な けれ ば な ら な いこ と 。 
2. 登録 用 カー ド 用紙 に つい て 

(1) 当 管 理 会 か ら は , 

(1) 前 回 (昭和 28 年 ) の 有権者 名 簿 に 登録 し た 者 の うち , 当時 , 大 学 ・ 研 究 機関 に 勤務 

し て いな た 者 に 対し て は , その 勤務 先 を 通し て 登録 用 カー ド 用 紙 を 送付 する こと 。 

(3) 前 回 の 有権者 名 簿 に 登録 し た 者 の うち , (1) 以外 の 者 に 対し て は , 直接 本 人 に 登 

KADY 用 紙 を 送付 する こと 。 

(2) 当 管 理 会 に 対し て は , 

(4) 前 回 (昭和 28 年 ) の 有権者 以外 の 者 で 登録 を 求め よう と する 者 の うち , BE, 大 

学 ・ 研 究 機関 に 勤務 する 者 は , な る べく その 所 属 機関 を 通し て 本 管理 会 へ 登録 用 カ 

ド 用 紙 を 請求 する こと 。 

(m) (1) 以外 の 者 は , 直接 本 人 か ら 本 管理 会 へ 次 の 様式 に より 薬 書 で 登録 用 カー ド 用 

紙 を 請求 する こと 。 

登録 用 カー ド 用 紙 請求 書 と 認め て , その 下 に 順次 氏名 , (必ず ふり が な を 付す こと ), 

現住 所 , 尊 務 先 ・ 職 名 を 工 書 を 縦 に し て 横書き する こと 。 
3. 登録 期間 

登録 用 カタ カード を 提出 する 期間 は , 5 月 1 日 か ら 7 月 20 日 まで で ある こと 。 
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土壌 生成 作用 の 鐘 物 学 的 研究 (第 3 報 ) 
杭 島 県 大 越 町 附近 に 忌 け る 瑞 克 岩 土 壌 中 の 疾 土 鐘 物 に 就 い て 


Mineralogical studies on the soil genesis (3) : 
The clay minerals in the soil derived from limestone of the 
“Ogoe district, Fukushima Prefecture. 


増井 Y= — (Jun-ichi Masui)* 


Abstract: 1. From the mineralogical composition of the sand 
fractions, it is considered that the weathering products of limestone 
intercalating the thin layers of biotite schist were covered by dacitic 
volcanic ash, and further these materials were mixed by transportation. 
After then the mixed materials were covered by andestic volcanic ash. 

2. It was confirmed that montmorillonite, hydrated halloysite, 
illite, gibbsite and kaolinite occur in the soil profile. 

3. The weathering sequence of the parent materials seems to be | 


as follows. 
Volcanic ash influenced by the weathering of limestone — hydrated 


halloysite+montmorillorite (+ gibbsite) 


1 if 言 


一 般 に montmorillonite の 如き 粘土 伏 物 は 土壌 環境 が アル カリ 性 の 場合 に 安定 で あり , 
kaolinite 等 は 寧ろ 酸性 環境 で 生成 され る と 考え られ て いる 。 PICMEL CES”, 
BUI SRE”? 中 の 一 部 の 層 に 於 て 可 成 り 多 量 の montmorillonite と 思わ れる 粘 
土 鉱物 が 存在 する が , 之 等 の 士 環 環境 は 少く と も 現在 は 酸性 に 置か れ て いる 。 之 は 之 等 類 
圭 録 物 の 生成 せら れ な 時 の 環境 が PH の 高い 環境 で あぁ つた が , 基 後 の 風化 並び に 土壌 生成 
作用 の 進む と 共に 現在 の 如き pH DBA 低い 環境 に 変化 し た る もの で ある と る も 推定 され 
併 し montmorillonite は 比較 的 環境 の 変化 に 敏感 な 鉱物 と され , 基 の 点 か ら すれ 
IZZIE SETH So 


* 東北 大 学 諾 学部 
1) HEE : Beye, 38, 41~48, 110~120; 1954 
2) 増井 淳一 : HBR, 38, 166~176, 227~237, 1954 
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か か る 観点 か ら 現在 少く と も アル カリ 環境 に 置か れ て いる BRL O EERE 
調べ 之 等 三 者 を 比較 対照 し , 土壌 粘土 鉄 物 の 生成 を 明か に する 上 肌 的 で 本 研究 を 行 つ た 。 


2 地形 , 地質 及び 母 岩 の 性 質 

試料 は 大 越 町 の 東 約 4, 中 部 落 の 丘陵 性 山地 に 於 て 採集 し た 。 附近 の 地形 は 標高 約 
600 米 の 山地 で , 石灰 岩 よ り 成 る 仙人 台 平 , 敬 鼻 山塊 の 北端 に 相当 する 。 

地質 は 黒雲 母 片 岩 の 薄 層 を 挟む 帯状 の 精 状 右 灰 岩 と , ZEA < hmm t LUMKS. 
灰 特 色 の 石灰 岩 は 0.1~1mm の 方 解 石 の 粒状 結 品 より 成る が , 花 褒 図 緑 岩 と の HAS 
は 5mm 大 に 達する 事 が ある 。 薄 層 と し て 石灰 岩 中 に 僅か に 認め らち られ る 黒雲 母 片 岩 は 福 
灰色 , SH, 臣 硬 で 片 理 が 明か で ある 。 顕微 鏡 下 で は 石英 (70%), 黒雲 坪 (20%) ROE 
OBA ERA, 黒色 不透明 鉱物 が 認め ちら れる 。 石英 は 0.1-0.05mm OF EY 
成り , BBs 0.2~0.05mm 半 自 形 の 結晶 で , 多 色 性 は X^: 淡 黄 色 , 7: Re, 陽 
起 石 は 淡 緑色 , 或 は 殆 ん ど 無 色 で , 0.5mm 大 の 半 自 形 の 結晶 と し て 稀 に 存在 する 。 


3 土 層 断面 の 性 状 及 形態 
探 集 地 は 傾斜 東 へ 約 15°, MERIC DNS. KOSICE 2.20m の 実 を 据 り , 色 , 
土 性 , 構造 等 より 7 層 に 区 分 し , 夫々 の 試料 を 採集 し た 。 断面 の 形態 及 性 状 は 次 の 通り で . 
ある 。 
No. 17 (0~17cm) : 帯 福 チョ コレ ー ト 黒色 の 壌 土 で , 粒状 構造 が 発達 , 粘着 性 は 憎い 。 
pH 6.0 
No. 18 (17~33cm) : FSI V—} MEOBLAC, 粒状 構造 認め られ , 粘着 性 は 増 
加 。 PH 6.7 
No. 19 (36~72cm) : 帯 黄 赤 福 色 の 壌 土 で 細か い 尊 状 構造 が 多少 発達 する 。 pH7.2 
No. 20 (72~88cm) : AMOMHLC, 細 粒 状 構造 が 認め られ , HSM set, 
pH 6.8 
1 (88~120cm) : 黄 福 色 の 協 土 。 深き 110cm 附 近 に 巾 2cm の 赤褐色 帯 並 びに 1 
mm AOALRO CaCO, が 認め らち られ, Kip, pH7.0 
No. 22 (120~147cm) : 帯 赤 暗 褐色 の 砂 環 土 。 粘着 性 が 著しい 。 構造 は 認め られ な い 。 
pH 7.3 
No.23 (147~220cm +): 帯 黄 時 神 色 の 砂 壌 士 。 加水 黒雲 母 並 びに 風化 し た 黒雲 母 片 
岩 の 春 が 認め ちら れる 。 粘着 性 は 著しい 。 pH 7.5 


4 砂 の 鉱物 組成 

試料 は 既に 報告 し た 方 法 に より 調製 し 土 層 断 面 と 形成 過程 , 母 材 の 種類 並び に BGO 

oe FAY C < 20K OO Skins Hee Ore LOSE BSE Pica Ce ANC 

Zo HORE SB I 図 に 示す 。 

Dy are KERA 中 性 長石 , 加水 黒雲 母 , 角 関 石 , RAG, 黒色 不透明 
CKD, V2 BK WBA RTE T So 

a) 石英 : 他 形 及 自 形 の 結晶 が 僅か に 認め られ, 前 者 は 多少 乳白 色 を 呈し 下層 に 比較 
的 多く , 自 形 の 両氏 型 は 表層 に 多い 。 又 他 形 の 石英 は 粗 秒 に , TSE BRAT IC Bg 


こ 本 同 へ 


OP eA. 
co Putts 


As SR RS 4] 


1S 砂 (>0.02mm) の 鉱物 組成 


Pumice 


Volcanic glass 
Quartz 
Oligoclase 


Andesine 

Hydrobiotite 
Hornblende 
Hypersthene 

Black opaque minerals 


Depth(cm) 10 25 ~-55 80 105 135 189 
Sample .No. 17 18-19» 30 21 | 99 23 


b) 灰 草 長石 : 他 形 乃至 半 自 形 の 結 品 で , 概して 無色 透明 で ある が , Ric SRILA 
に 沿い 淡 黄 補色 に 汚染 され る 。 屈折 率 は «=1.5321.588, 7%=1.543~1.547, 

c) 中 性 長石 : No. 19 以 下 の 下 層 で は 認め ちら れ な い 。 自 形 乃至 半 自 形 の 新鮮 な 結晶 で , 
届 折 率 は @=1.550, Y=1.558 

d) 加水 黒雲 母 . REAP CL RBEALSL, ' 吾 面 は 平滑 乃至 縮 細 肌 を 示す 。 多 色 性 
は 認め られ な い 。 微細 な 粒状 乃至 繊維 状 の 結晶 が 主 た 周 緑 に 見 られ , HOMES SOE 
折 率 は n=1.550~1.580。 

e) ARG : 半 自 形 時 に 自 形 の 新鮮 な 結晶 で , 多 色 性 は 著しく , X’: HRM, ZZ: 
帯 黄 蓄 緑色 。 周縁 は 多少 無色 に 変 ず る 。 屈折 率 は と =1.639~1.655, y=1.660~1.670.。 

f) SRG : 新鮮 な 自 形 結晶 で , No.19, 23 以外 の 各層 に 微量 年 ら 存 在 す る 。 

g) BEAR BRM : 比重 2IL LORDS, 主として 磁 鉄 鉄 ), チタ ン 鉄 鉱 等 より 成る 。 

h) 火山 下 璃 : 無色 透明 , 不定 形 板 状 , 非 品質 で , 平滑 乃至 縮 細 肌 を 有 す 。 r 全 1.500。 
i) 浮 石 : 表面 に 附 着 せる 水 酸 化 鉄 を 除去 すれ ば 黄 白 乃至 灰白色 を 量 し , 微細 な 円 粒子 
の 集合 体 に 類似 , 時 に 磁 鉄 鉱 , SRABULEG ONG EAST HK CHIE, 細か い 
灯 状 乃至 鱗片 状 の 結晶 が 不 規則 に 発達 し , 非 品質 の も の は 鞭 い 。 此 の 再 結 品 は 下層 の 浮 右 
中 に 普通 に 観察 され , 表層 の 浮 石 で は 移 で ある 。 n=1.529~1.555, HI 図 に 示す 通り , 
本 土 層 の 主 成分 を な す 。 ; 

水 酸 化 鉄 の 除去 を 行 へ ば , HRC EAE DTT CW AE ALAA OD? WEF 1 BES 
る 。 芝 等 粒子 を 集め , 粘土 の 場合 と 同様 の 方 法 で 14 以下 の 試料 を 作成 し た 。 

X 線 鎌 末 和 写真 及 示 差 熱 分 析 の 結果 は 第 ! 表 及 第 2 図 に 示す 通り で ある 。 No. 19 の X 線 
紛 末 写真 に 於 て 15.3A 及 10.12A の 他 montmorillonite 及 hydrated halloysite の 存 
在 を 示す 和 廻 折線 が 著しい 。 REROLED AR CHS — No. 21 及 23 の 廻 折線 は No. 19 
DENIFADIETSR, 10A ORAM CHV 石英 の 存在 は 何れ も 顕著 で ある 。 

REALE SIND AOLL, 110°~115°C, 285°~300°C 及 540°~550°C に 吸熱 
反応 が 。 945°~950°C に 発熱 反応 が 認め ちら れる 。 540°~550°C の peak は halloysite 
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に 似る が , 多少 対称 的 で ある 。No.23 で は gibbsite の 存在 を 示す 285°~300°C OR 
ISDE Lo MM montmorillonite に 特有 の 700°C の 反応 は 認め ちら れ な い 。 

之 穫 の 事実 か ら 浮 石 の 風化 生成 物 と し て montmorillonite, hydrated halloysite が 
主 に 認め られ , 両者 は 不 規則 混合 層 鉄 物 と し て も 存在 する も の と 導 え られ , hydrated ha- 
lloysite は 特に 上 層 に 多い 。 


v4 No. 17 の 浮 石 は 下層 の それ と は 根源 を 異 に し , 岩 


の 基山 灰 で あり, 降灰 の 時 


も 中 及 


進ん で いな い 。 


右 学 的 性 質 か ら み れ ば 潤 石 安山岩 
層 の 石英 安山岩 の 火山 灰 よ り 問 か に 新しく , 風化 も 


以上 本 土 層 ピ 断面 中 の 各 鉄 物 の 分 布 を 線 合 し , 断面 の 生成 計 程 を 推定 する に , 先 づ 各層 共 
多量 の 浮 石 を 含み , 母 材 の 大 部 分 が 火山 灰 よ り 成 る 事 に よ つ て 特徴 づけ られ る 。 即ち 母 岩 
で ある 石灰 岩 或 は 黒 圭 母 片岩 中 に 存在 し な い 大 山 源 の 鉄 物 が 認め らち られ, 安山岩 賀 並び に 右 
英 安山岩 質 の 火山 灰 の 加わ つた 事 を 示し , TRIER, 加水 黒雲 坪 , 他 形 の 石英 等 も 見 られ 


So 即ち 黒雲 母 片 
$1 YAO X PKR 
No.19 No.21 No.23 

I d I d I d 
10 SA 9 15.0A | 8 15.1A 
SD LOM 2.2 FOTO G22" TOsLO 
10 4.45 

10 4.36 10 4.33 
10 3.92 10 3.87 10 3.89 
0.5 52 05 2° 3.52 
9 3.35 10 8.858 a8 3.35 
0.5 2.85 
6b 2.56 | 2 2.55 | 5b 2.58 
1 2.47 | 0.5 2.47 

1 2.38 

O05 LS 1 2.12 
1 1.99 1 1.98 "+ 3 1.99 
1 1,81 5 V802H0°2 1.81 
Ab 1.67 | 2b 1.66 | 4b 1.66 
1 SS 1.53 1 1.53 
1 1.50 
5 1.48 1 ie te 1.48 

0.5 1.451 2'015 1.45 

0.5 1.41 
3 STH 137 eed 1.39 
2 (Sane 1.28 1 1.28 

1 1.25 : 

i 1.22 

3 1.19 

3 Tal 

Te 1.15 


bs 巾 の 広い 粉末 線 


岩 の 落 層 を 挟む 石灰 岩 の 風 化物 が 石英 容 山 岩 質 の 火山 灰 に より 被 われ , 


更に 之 等 は 移動 混合 し , 最後 に 


AK WeR O KIKI £ OR 


BtbNKbIODCHS 
-EVGRBAS 72 ka < ERED AA IX 
火山 性 物質 に 由来 し た も の で あ 


る が , 土壌 の pH は 比較 的 高く , 
SOMICERO RRARE SA. 


FHLRMOLMEN ERA 
岩 の 風 化 に 支配 せ ち れ て 来 て い 
る と 考え る 可 き で ある 。 


5 MLD Osh i K 
Sy BEER L 7 試料 の 中 <0.2 
UR 0.5~1.0xu に 就き 基 の 鉄 物 
組成 を X 線 粉末 写真 , 化学 分 析 。 
REAL Kc EF RES 


= Buc Ag り 調 べた 。 


A 次 線 粉末 宮 真 直径 60.50. 
mm の カメ ラ を 使用 し , SR 
に 鉄 を 用 い , intensity は 肉眼 
に より 決定 , 最高 を 10 と し , H 


末 線 の 指数 は Grim! % Brind- J 


ley) に よっ つ な だ ef 写真 の 結果 る 
第 2 表 に 示す 2。 


Gr RR OY mineralogy; McGraw-Hill Book Company, Inc, New 


York, 1953. 
2) Brindley, G. W. 


: X-ray identification and structure of clay minerals; 


The Mineralogical Society (Clay Minerals Group), London 
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a) No. 17,°<0.2u : 15.0A 及 10.12A の 線 が 強く , 基 の 他 の 粉末 線 と 共に mont- 


morillonite 及 hydrated halloysite の 存在 を 嗜 示す る 。 390°C で 3 時 間 加 熱し た 試料 
1 の 写真 で は 74~7.2A の intensity が 増加 し , hydrated halloysite の 存在 が 明か で あ 


る 。 叉 一 方 10A の intensity は 減少 する が , 消失 は し な い 。 こ の 事 は 1.99A 或 は (060) 


】 の 線 と 共に diocta 型 illite の 存在 を 示す も の で あろ 3 う 3。 


b) No.17, 0.5~1.0k : 廻 折線 は 前 考 に 類似 する が , 10,18A の intensity HD yw 
する 。 15.0A(001) 4.99A(003), 4.47A(11,02), 2.60A(13, 20), 1.68A(31, 15, 24) & 
1.49A(33,06) か ら montmorillonite, 10.18A, 3.35A 其他 の 粉末 線 か ら hydrated 
halloysite の 存在 が 明か で ある 他 , 7.23A, 3.57A は kaolinite ( 或 は halloysite) + me 
AL, 更に は 叉 1.99A の 線 が 可 成 り 強 く , 地 ite の 存在 も 考え られ る 。 尚 叉 石英 の 存在 
も 明か で ある 。 も 
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c) No. 19, <0.2u : No. 17, <0.2u DHILL MART, 15.0A 及 10.06A DEAR 
の intensity は 何れ る 強く . HthO<M montmorillonite, hydrated halloysite K+ 


SP. 


ED illite DHZEERT 9 7.20A OBAMA CHV o 


d) No. 19, 0.5<1.0# : 15.1A(001), 4.44A(11, 02), 2.58A(13,20), 1.67A(31, 16, 
24) 及 1.49A(33.06) の 各線 は montmorillonite の 存在 を 示す 他 , 10.09A, 7.23A, 
3.34A, 2.38A, 2.00A4¢2:2, hydrated halloysite, illite % kaolinite (siz halloysite) 
の 存在 が 考え られ る が , HO intensity は 何れ る も 弱い 。 

e) No. 21, <0.2u.: 15.1A % 10.06A # intensity は 強い が , 後者 は 巾 が 可 成 り 広 
Wo 基 他 は 殆 ん No.19, < 0.20 ど に 類似 する 。 

f) No.21, 0.5~1.0k : 15.1A 及 10.28A 共 強 い intensity を 持つ が ; No.17 及 19 
同様 <0.2u Vz LEBREL 10A intensity は 減少 する 。 montmorillonite, hydrated 
halloysite 及 illite #2 L, kaolinite ( 或 は halloysite) 玉石 英 を 含む も の と 思わ れる 。 


44 OD Wh OR OS 


No.17 No.19 
<0.2u 0.6L 1.Cu <0.2u 0.5~1 .0u 
I d I d I d I d 
9 15.0A 10 15.0A 10 15.0A 9 15.1A 
9 10.12 4 10.18 10 10.06 2 10.09 
1 7.20 2 7.23 1 7.23 
5 5.60 
9 4.84 2 4.99 1 4.88 
10 4.47 10 4.44 
10 4.35 10 4.35 
10 3.86 10 3.92 10 3.78 10 3.91 
1 3.57 1 3.55 
1 3.38 5 3.35 1 3133 5 3.34 
0.5 3.00 0.5 3.02 
2 2.81 1 2.87 1 2.83 1 2.84 
6 2.56 7b 2.60 5 2.55 7b 2.58 
3 2.36 4 Dewi 4 2.37 4 2.38 
0.5 DF 0.5 2.15 
2 2.04 
1 1.99 3 1.99 0.5 1.99 2 2.00 
1 1.82 1 1.82 1 1.83 
0.5 1.73 0.5 1.75 
5b (hes 5b 1.68 4b 1.67 4b 1.67 
5 1.63 4 1.63 
0.5 1.54 1 1.54 2 1.54 
8b 1.48 6 1.49 の 1.48 5 1.49 
1 1.46 
0.5 1.41 0.5 1.42 
1 1637 1 1.36 1 ay 
0.5 SS 0.5 1.34 
4 1.28 1 1.29 4 1.28 1 1.29 
1 1.24 1 | 
3 1.23 We iL. OS 


b : 市 の 広い 粉末 線 


g) No. 23,<0.2# : No.19,<0.24 と 殆 ん ど 一 致し , 15.1A, 10.28A の 線 が 強く 
基 他 の MaKe 共に montmorillonite, hydrated halloysite が 考え られ る 他 , illite 
の 存在 が 推定 され る 。 

h) No.23, 0.5~1.0# : 15.3A, 10.28A 共 論 い intensity を 有する 他 , 7.23A % 
3.56A 234% CARRE GS, montmorillonite, hydrated halloysite 及 比 較 的 多量 の kao- 
linite ( 或 は halloysite) を 含む 。 叉 石英 の 粉末 線 が 著しい 。 

以上 の 結果 は 全般 的 に montmorillonite, hydrated halloysite を 主 成 分 と We sale 


dioctahedral illite, kaolinite ( 或 は halloysite) 及 石 英 の 加わ つた 事 を 示す る の で あ 


No.21 No.23 
<0.2u 0.5~1.0u <0.2u 0.5~1.0k 
I d I d I d I d 
10 15.1A 10 15.1A 10 15.1A 10 15.3A 
8 10.06 4 10.28 8 10.28 9 10.28 
2 7.23 6 7.28 
2 5.39 
2 4.84 1 4.82 8 4.84 
10 4.46 9 4.39 10 4.40 
10 4.33 
OO 9 3.88 10 3.86 10 3.89 
0.5 3.54 ; 3.56 
1 3.32 8 3.31 0.5 3.31 7 3.33 
1- 0.5 3.00 
1 EGA OS 2.84 0.5 2.85 0.5 2.84 
5 NRE 2.55 7b 2.55 5b 2.56 
| 1 2.45 
1 DSB eR 2.37 4 2.38 4 ew 
0.5 i 3 0.5 217 0.5 2.14 
0.5 2.07 it 2.04 
0.5 1.99 1 1.98 0.5 1.99 3 1.99 
0.5 1.92 
5 1.82 1 1.81 0.5 1.82 1 1.81 
1 1.74 
3b 1.67 5b 1.67 6b we 6b 1.66 
2 1.62 3 1.63 
2 1.53 2 1.53 
7 1.48 6 1.48 8 1.48 4 1.48 
1 1.45 
0.5 1.41 0.5 1.41 1 1.40 
3 1037 2 By) 
0.5 1.35 1 1.34 0.5 1.35 0.5 1.34 
3 1.28 2 1.29 2 1.28 
1 1.24 
3 1.23 3 1.23 
1 1.19 
2 aly 


eon OBABERE LZic, montmorillonite は 比較 的 変化 が な く 。, hydrated 
halloysite は 細か い 粒 径 に 多く , 粗い 部 分 で は 少く な り , kaolinite ( 或 は halloysite) 及 
石英 は 細か い 部 分 より も 粗い 部 分 に 多い 。 此 の kaolinite は 最 下層 の 粗い 部 分 に reid 
boo 

B 化学 組成 化学 分 析 の 結果 (第 3 表 ) に 示さ れる 通り , 87 の 試料 の 間 に 著 し い 差 異 
は な い 。 SiO,/R,O. は 一 部 比較 的 高い が , 一 般 に 2 前 後 の 低 い 値 を 示す に も 拘ら ちず, Me 
芸 置換 容量 は 30~40m:e CHR MA LANIIA 
a) No.17, <0.2u : 六 線 の 結果 は montmorillonite の 存在 を 示す けれ どる も , ERE 
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第 '3 表 tO le Ss He he 
No.17 No.19 No.21 No.23 

0.5~ | 0.5~ 0.5~ Fo), (OO 
CR es Wee OAS 10a OES OE 
SiO, 41.26 | 41.21 | 39.13 | 45.97| 42.02. 47.20] 41.33 | 39.85 
Al,O, | 33.58| 34.18] 32.97| 32.37| 32.15 | 28.67| 34.22| 36.36 
Fe,O, 218. 2.99\-. 2.531. 2.87-| “$001 32661 S954 3:41 
FeO 0.23: 0.43}> 0.154 0.31| 0.16] 0.26| 0.23] 6.29 

MnO Gia er tr tr tr ta: tr Awe 
CaO 0.02} 0.04] 0.01} 0.02] 0.02] 0.02} 0.02} 0.02 
MgO O18. O89 .0,19 Wixo 29" ".005¢0 095 4 OS oer 
Na,O n.d n.d Ded n.d n.d n.d n.d n.d 
K,O 257 [8 1254 [6.7531 SOA SLD. 1604 lao ene 
HOG | 12:91 | 14.050) 13-51 |. 10.49". 12.67 | 11-93 |-13.50) 13)60 
H,O- 9,09.|. 5.36 10.75 | 6:71-|. 0.92) 7.531 5.88 laa oa 
Total  |100.02 | 100.31 | 99.99 | 100.23 | 100.39} 99.93 | 100.04 | 100.15 

t | 

i0,/R,0, |) 2.00 | 1.94." 4:92" | Se | 940 | 229.64) 44 | a6 
*C.E.C | 35.94| 36.25] 26.93] 37.12 | 31.73 | 38.75 | 30.06| 28.86 


* > 塩基 置換 容量 , m.e/100gr, (RT vy = 7 23) 

比 は 極め て 低い 。 併 し 一 方 塩基 置換 容量 は 約 36m.e CHEREICO 2PbLBAS LE BHF 
Bo Fe,O3 は 前 報告 の 場合 に 比較 し て 可 成 り 低 く , MgO & K,0 も 赤 低 い 。 ※X 線 で は 
montmorillonite, hydrated halloysite の 他 , illite が 推定 され る が , K。0 は 0.57% 
で あり 主 成分 を な す と は 考え られ な い 。 MgO も 赤 微 量 で あり , 粉末 写真 に 於 て triocta- 
hedral 型 が 殆 ん ど な く , dioctahedral MWCHALRABHL—-MISO 

b) No.17, 0.5~1.04 : 前 者 と 略 類 似 の 化学 組成 で , 塩基 置換 容量 も 殆 ん ど 同 じ で あ 
SA, Fe,O;, MgO 及 KO が 多少 増加 する 。 

c) No.19, <0.2u : 塩基 置換 容量 は No. 17, <0.2g に 比較 し 約 10m.e RHLTSZ|M, 
Si0,/R,O3, Fe,02。, MgO 及 K,O は 略 類似 する 。.X 線 は montmorillonite, hydrated 
halloysite, の 他 , illite, kaolinite(agjx halloysite) の 存在 を 示す 。 

d) No.19, 0.5~1.0u : Fe,0。, MgO, K20 及 塩基 置換 容量 共 No. 17, 0.51.0u< 
極め て 類似 する が , REIS, hydrated halloysite, illite 及 kaolinite (sf 
は halloysite) を 伴 な う montmorillonite の 存在 が 交 線 か ら 明 か で あり , 紫 の 点 か ら す 
れ ば 前 者 に 比較 し montmorillonite が 多少 増加 し て いる も の と 考え られ る 。 

e) No.21, <0.2g : MgO が 著しく 減少 し て いる 他 は , 基 の 鉱物 組成 の 量 的 関係 る 
No. 9 <0.24 278A SBR, 

f) No. 21, 0.5~1.04 : S10,/R,O, (x 2.64 C#Y Ewe Fe,0,, MgO & K,O は 
No. 17, 0.5~1.0H に 類似 する 。 AGRI RIERA OVE, XE OD 
15.1A が 強く , montmorillonite の 増加 を 暗示 し , ZO HAb AHI, montmori- 
llonite を 主 成 分 と し , hydrated halloysite, illite に 少量 の kaolinite( 或 は halloysite) 
及 石 英 を 含む と 療 えら れる 。 | 

g) No.23, <0.2m : SiO,/R,O3 1x 1.94 で ある が , 塩基 置換 容量 は 30.06m.c で 路 
No. 21, <0.24 に 類似 の 値 を 示す 。 X 線 で mcntmorillonite 及 hydrated halloysite 


BOD ae RR ee 47 


DEED RE CH SMS, AMRRDM ZH LEMS 

h) No, 23, 0.5~1.0u : 塩基 置換 容量 は 28.86m.e で 最も 低い が , 1.76 OPER 
WEES ZIONS gibbsite の 存在 に よ つ て 説明 出来 よう 。 

以上 の 結果 か ら 全 般 的 に montmorillonite, hydrated halloysite を 主 成 分 と し , illite, 
kaolinite ( 或 は halloysite) を 含む も の と 考え られ る が , 六 線 で 予想 き HAs montmo- 
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rillonite の 存在 は 大 き な も る の で は な く , DAD —ME BMH LMM (002), BBA 
FEY.) ALY) の 発表 し た pyrophyllite 格子 と montmorillonite 格子 の 問 に gibbsite 
BtRA PRAMHELRMCSASRCKLY, 塩基 置換 容量 に 比 し 電鉄 療 比 の 著しく 低い 
事実 を 説明 出来 る よう に 思わ れる 。 尚 示 差 熱 分 析 の 項 で 述べ る が , No.17, 0.5~1.0k, 
No. 23, 0.5~1.0g 等 の 中 に は 可 成 り の gibbsite の 存在 が 推定 され る 。 

C REAP <0.2u, 0.5~1.0k 及 2~5u の 試料 に 就き 1 分 間 10°C Oia RE CHA 
し て 得 ら れ た 未 差 熱 曲線 は 第 3 図 に 示す 通り で ある 。 

a) No.17 : <0.2u の 曲線 で は 140°C, 295°C FR 545°C に 吸熱 反応 が , 935°C に 発 
熱 反 応 が 見 られ る 。 曲 線 の 形状 は 可 成 り hydrated halloysite に 類似 する が , 545°C a 
びに 935°C は 共に 低く 上 且つ 545°C の peak は 衝 対 称 的 で , 混合 物 で ある 事 を 示す 。 叉 X 
線 に よれ さば hydrated halloysite と 共に 相当 量 の montmorillonite を 念 む と 考え られ 
る が , MAAR Ck montmorillonite に 特有 の 700°C 附近 の 吸熱 反応 は 見 ちら れず, 
叉 100°~200°C の 吸熱 peak は 二 段 で は な い 。 295°C の 小さ な 吸熱 peak は gibbsite 
の 存在 を 示す も の で あり , 化学 組成 に 於 ける ERROR RAE RA, 0.5~1.0k 及 
2~5 の 曲線 は 300°C の 吸熱 peak を 除き 略 類 似 し , <0.24 の 曲線 と 比較 すれ ば 両者 
共 540°C の peak の 巾 が 広く 対称 的 で あぁ あり, 940°~950°C OAS peak 2 極め て 小さ 
Wo Hic XM 140°C の 吸熱 peak は montmorillonite に 特有 な 形状 を 示す 。 何 れる も gibbsite 
に よる 300°C の 吸熱 反応 が 行わ れ , 0.5~1.0x で は 特に 著しい 。 

b) No.19 : <0.24 の 曲線 は peak の 温度 が 多少 異 る が , No.17, <0.2n の それ に 
HED CHUL T So 0.5~1.0H の 曲線 で は 545°C の peak は 著しい が , 105°C 及 945°C 
の peak は 多少 小さ ぐ 上 且つ 巾 が 広い 。105°C の 曲線 は montmorillonite に 特有 な 形状 を 
示す 。2~5k の 曲線 は 950°C の peak の 小さ い 事 並び に 555°C の 吸熱 peak の 僅か に 
対称 的 な 点 を 除き , <0.2 の それ と 全く 相似 し , 110°C の 吸熱 peak も 二 段 で は な い 。 
三 者 共 280°~290°C の 吸熱 peak は 極め て 小さ く , 700°C 附近 の peak は 認め られ な 
Wo 

c) No. 2t : X 線 で は hydrated halloysite の 他 montmorillonite 等 の 存在 が 考え 
られ る に も 拘ら ず , <0.24 の 曲線 は hydrated halloysite の それ と 差異 が 殆 ん ど な く , 
全体 の 性 状 は No.17 及 19 の <0.2k の 曲線 と 変り が な い が , 300°C 附近 の 吸熱 反応 は 
AWARE CH So 0.5~1.04 の 曲線 は peak の 形状 , 温度 共 No.19,0.5~1.Ck の それ と A 
く 同 じ で , 115°C OMB peak は montmorillonite の 存在 を MRIS, 290°C の 吸熱 
peak は 小さ い 。2~5k の 曲線 の 各 peak は 何れ も 小さく, 540°C の peak の 性 状 は 混合 
物 で ある 事 を 示す 。 

d) No. 23 : <0.24 の 曲線 で は 吸着 水 に よる 115°C の peak が 減 く 且 つ 巾 が 広い 他 , 
930°C の 発熱 pealkk が 比較 的 小さ い 。 0.5~1.0H で は 80°C に < 巾 の 広い peak BHD, 
115°C に 階段 状 の 変 曲 点 を 持つ 。 又 700°C に 吸熱 反応 を 示す 。2~5k の 曲線 で は 555°C 


1) Sudo T., et al : Jap. Jour. Geol. Geog., XXIV, 71~85, 1954 

2) 須藤 俊男 : 地質 雑 ; 61, 200~207, 1955 

3) Sudo T. and Hayashi H. : Geol, Min. Inst. Tokyo Kyoiku Daigaku, 3, 
281~316, 1955. 


4) Uchiyama N. and Onikura X. : Tohoku Jour. Agric. Res., V, 159~175, 1954 
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第 4 図 粘土 の 電子 頭 徴 鏡 写真 


(A) No.19, 0.5~1.04 (B) No.21, <0.2# (C) No.23, 0.5~1.0k 
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の peak が 対称 的 で kaolinite の それ に 類似 する 。 尚 三 者 共 300°C 附近 の 吸熱 peak は 
著しく , 特に 0.5~1.0x DSW SBECH YD, ERED 1.76 と 云う 極め て 低い 値 も 可 
成り 多量 の gibbsite の 存在 に よる も の と 思わ れる 。 

D @F2@%58 No. 17,19, 21% 23 の <0.2u 並び に 0.51.0k DEF ERE 
写真 の 中 主 な も の を 挙げ れ ば 第 4 図 に 示す 通り で , (2) PMAABSLINEOAA GF 
明 乃 至 不 透明 の 鉱物 , (b) 条 線 の あぁ る 柱状 結 品 , (<) 連 針 状 に 連 つ た 円 粒 及 び (d) BKB 
不 規則 な 外形 を 示す 不透明 鉱物 より 成る 。( ぇ a) は 各 料 径 に 見 られ , HARASS ART, 
半 透 明 の も の は Davis!) 等 の montmorillonite に 類似 する 。(2) は hydrated halloy- 
site と し て 報告 され て いる 写真 に 相当 し , No.19, 21 及 23 の <0.2k に 多い 。(3) OAR 
は No.19 及 21 の 0.5~1.0x に 見 られ , 鎖 状 に 連なる 。 之 は 須藤 *' に より 報告 せら れ た 
況 石 か ら ailophane を 経て hydrated halloysite に な る 区 期 の 生成 物 に 極め て 類似 す 
Zo XX 線 粉 末 写 真 , 示 差 熱 曲 線 の 結果 で は No.19 及 21 の 0.5~1.04 に hydrated 
halloysite の 存在 が 暗 示さ れる が , 電子 顕微 鏡 写 真 で は , 特有 の 柱状 結 品 は 見 られ な い 。 
か か る 事実 か ら も LON ARMs hydrated halloysite 乃至 基 の 初期 の 生成 物 と 考え 
ZMXCHA5, (4) 1 BH HEN Davis®), Grim*), Shaw), Marshall®) 4¢9 
illite に 一 部 な kaolinite に 相当 する も の と 思わ れる 。 


6 % = 

以上 の XERMARBA, (CAR. AAR RES FAD 結果 を eel. et 
GINO & BETS LH ARON 12 So 

El >A ax montmorillonite, hydrated halloysite を 皇 成 分 と し , Zitz illite, 
gibbsite 並び に kaolinite (p¥yx halloysite) を 含み , montmorillonite は 下層 程 多 く , 
hydrated halloysite は 同一 層 に 於 て は 細か い 粒 径 に 多い 。 又 最 下 層 の 0.5~1.04 OE 
部 分 に kaolinite が 増加 する 。 
土壌 の 性 質 及 母 材 に 就 い て は 既に 述べ た 如く , 表層 で は PH=6.0 で あぁ る が , 下部 に 向 
け て 次 第 に 和正 左 し No.19 の 72cm ¢ pH=7.2 \23#L, 72~88cem の No 29 @ pH 
=6.6127% 42, PRAY BU ESL, 147cm JF (No. 23) Git pH=7.5 (23#F Se 
表層 (No.17, 18) ON Mik 石英 安山岩 質 の 火山 灰 , 黒雲 母 片 岩 並 びに 石灰 岩 の 風 化物 を 
多少 含む が , HEL CHARI EOMS. ZRUZNHLV IE CRARE, BEBE 
岩 の 風 化物 の 他 , SROBREYAROK REEL Lo KURES E ORD BE 
並び に 黒雲 母 片 の 風化 物 は 認め ちら れ な い 。 

捧 様 な 事実 か ら 本 土壌 は 純粋 の 石灰 岩 土 壌 で は な く , HPS RA BS-Ki LE 
で , 最 下 層 (No.23) が 一 度 地表 に 現われ , kaolinite の 生成 が 行わ れ た 後 , 火山 性 物質 


1) Davis D. W., Rochow T. G., Rowe F. W., Tuller M. L., Kerr P.F. and 
Hamilton P. K.; 1~17, Amer. Petrol. Inst. Res. Proj., 49, New York. 
Sudo T.; min. Jour., 1, 66~68, 1953 


2) 

3) 4) 前 出 
5) Shaw B. T and Humbert R. P.; Soil Sci. Soc Amer. Proc., 6, 146, 1941. 
6) Marshall C. E., The colloidal chemistry of silicate minerals., p72~84, 


New York, 1949 
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<0.2u hydrated halloysite, montmorillonite 及 小 量 の illite, gib- 
os bsite, kaolinite ( 或 は halloysite) 
No.17 
0.5~ montmorillonite, hydrated hallcysite 及 少 量 の illite, gib- 
1.04 | bsite, kaolinite (#@\x halloysite) 
<0.2p hydrated halloysite, montmorillcnite, HO illite #h(# 
ae て か に gibbsite を 含む 
No.1¢ 


0.5~ montmorillonite, hydrated halloysite, 少量 の illite, kao- 
1.0% | linite ( 或 は halloysite), #2@ gibbsite 


| montmorillonite, hydrated halloysite, 少量 の illite, kao- 


| eee linite ( 或 は halloysite), gibbsite 
No.21 | 
| 0.5~ montmorillonite, hydrated halloysite, 少量 の illite, kao- 
| 1.0% | linite ( 或 は halloysite), 微量 の gibbsite 
<0.2u montmorillonite, hydraced halloysite, HO illite kao- 
< linite ( 或 は halloysite), gibbsite 
No.23 | 


0.5~ montmorillonite, hydrated halloysite, kaolinite ( 或 は hal- 
1.04 | loysite), 少量 の illite, gibbsite 


illite は dioctahedral #3 


並び に 石灰 岩 ; 黒雲 母 片 岩 の 風 化物 の 混合 物 に より 被 わ れ た も の と 考え られ る が , BCE 

る 千 協 の 性 状 は 石灰 岩 の 属 化 に 支配 され て いる も の で あぁ る 。 

か か る 環境 下 に 於 ける 粘土 鉱物 の 相互 関係 を 和 観察 する に , pumice 及び glass か ら hy- 
drated halloysite が 生成 せら れ , Fic montmorillonite(+ gibbsite) へ と 移行 し て いる 
bDEHAZASHLI MUAY CE KRBACRAAILE SS, ZEHALKMO 
移行 を 調べ る 事 に より 確 め る 予定 で ある 。 高 叉 lite に 就 い て は 之 が 直接 石灰 岩 乃至 黒雲 
母 片 岩 の 風 化 産物 で ある か 或 は 同じ 火山 性 物質 に 基く も の で ある か 人間 か は 明か で な い が , 
dioctahedral 型 で ある 点 か ら み れ ば , Stephen り の 云う 如く , 紫 の 根源 を 母 岩 の 長 石 
に 帰す 可 き で ある か る も 知れ な い 。 


本 研究 に 関し て 農学 部 内 山 修 和男 教授 に は 種々 御 教示 を 賜わり , X 線 粉末 写真 に 就 い て 
LER em HARKER, 電子 顕微 鏡 写 真 に 氷 い て は 科学 計測 研究 所 Flee 
BAIL, 示 差 熱 分 析 に 就 い て は 理学 部 BARE WAR c PDEA 7 EIT SR 
調 の 意 を 表す る 。 MX X 線 写真 の 結果 に 就 い て , 御 教 授 を 頂い て いる KRAKZARESR 
教授 こ 深 謀 の 意 を 表す る 。 


1) Stephen I. : Jour. Soil. Sci., 3, 20~33, 1952. 
2) Stephen I. : Jour. Soil Sci. 3, 219~2 37, 1952 
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But 


NaAlSiO,-KAISiO, 系 に お ける シン ター の 実験 
Sintering experiment in the system NaAlSiO,-KAISiO, 


都 城 fk 衝 (Akiho Miyashiro)* 
# te = = (Tami Miyashiro) 


Abstract: A cursory survey on subsolidus equilibria in the system 
NaAlSiO,-KAISiO, was made through sintering of mixtures of chemi- 
cals in the proper proportions. The phases were identified by means of 
the X-ray diffractometer. The results are shown in Figs.1 and 2, and 
Vables 1 vand =2:. 

There exists a large miscibility gap between the fields of nepheline 
and kalsilite. Potassium-rich nepheline stable at high temperatures 
should unmix under equilibrium conditions at lower temperatures, 
giving kalsilite together with more sodic nepheline, as shown in Fig. 3. 

An unidentified phase ‘‘A’’ is formed at lower temperatures than 
the orthorhombic form in the region with higher K/Na ratios than 
kalsilite. ~ 

The unit cell dimensions of kalsilites were measured as shown in 
Table 2: 


Pear Se, Sears 0 さ 

NaAlSiO,-KAISiO, 系 は nepheline 2770 C BAMA MRI, LOKOR 
格 的 な 研究 を 行 つ た 最初 の 人 は Bowen(1917) で あぁ つた 。 RIX RAM HHS BLU 
carnegieite と nepheline と の 間 の 関係 を 決定 し た 。 その 後 Bowen と Grieg! は , 
carnegieite に 同質 多 形 が 存在 する こと を 見 出し た 。 この 系 に 属す る 造 岩 鉱物 の 一 つ で あ 
る kalsilite tx, 1942 年 に な つて は じ め て , Holmes, Bannister, Hey な どの 研究 に よ 
つて 存在 が 判明 し た 。 こ の 系 の うち も の K の 多い 部 分 に つい て は , Rigby と Richard- 
son) が 予察 的 研究 を 行 つ た 。 以 上 が , われ われ が 研究 を は じ め た 時 まで に お ける 知識 の 
状況 で あつ た 。 

Bowen?) MO Alc LMF, nepheline と kaliophilite と の 問 に 六方 品 系 に 属す る 連続 
固 深 体 が 存在 する 。 と ころ が , Bannister と Hey?)5) yx, nepheline と kaliophilite と 
kalsilite と は , 互 に 異 つ た 結 品 構 造 を も つこ と を 示し た 。 し た が つて , これ ら 三 つが 連続 
固溶体 を つく る こと は , 少く と も 低温 で は 起り そう に な い 。 こと に 近年 Sahama®) 73, 
アフ リカ の ある 大 山 岩 の な か か ら nepheline と kalsilite と の perthitic intergrowth を 
FELL, この 二 つ の 讐 物 の 問 に 混和 性 間際 が 存在 する と いう 考え に 強い 証拠 を 提供 し た 。 


* RRA HS Bae PA SS 

1) Bowen, N. L. and Grieg, J. W.; Am. Jour. Sci., 10, 204-212, 1925 
2) Bannister, F. A. and Hey, M. fie Min. Mag., 26, 218-224 1942 

3) Rigby, G.R. and Richardson, H. M:: Min. Mee 28 75-88, 1948 


Bannister, F. ie and Hey, M. H.; Min. Mag., 22, 569-608. 1931 


Sahama, Th. G.; Ann. Acad. Sci. Finnicae, Ser. A,°3, 1953 


) 
) 
) 
4) Bowen, N. L.; Am. Jour. Sci.; 43, Se 132, 1917 
5) 
6) 
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この 研究 は , 実験 的 に この 問題 を 解決 し よう と し て 行わ れ た も の で ある 。 

ELA われ われ が 実験 を 始め た 頃 に , Tuttle と Smith い も 同じ よう な 意図 の 下 に 
研究 を 行い 、 そ の 結果 の 要 引 は すでに 印刷 され て いる こと を , 実験 終了 後に な つて Dr. 
H.S. Yoder の 御 注 意 に よ つ て 気づい た 。 そ こ で 比較 し て みる と , DNHONCHRILK 
部 分 の 点 に お いて , Tuttle と Smith (1953) の 結果 と 調和 し て いる 。 し か し KK: Na 上 比 
の 大 きい 領域 に 違い が あり , SOB, 用 いた 方 法 が 違っ つて いる こと に 関係 し て いる の » 
で は な いか と 思わ れる 。 そこで , われ われ の 結果 を も 。 冬 単に 印刷 する こと に し た 。 

本 稿 で は , NaAlSiO, 成分 を Ne CHL, KAISIO, 成分 を Kp で 表わす こと に する 2% 


4 Il & 験 


合成 の た め の も と の 物質 きま, (GSR Na,CO;, K,CO;, "Al2O。, 非 品 質 SiO, を 適当 
BABI E CEG LEM DCH So ENE ARBRE OAC, いろ いろ な 温度 に 熟し 
て シン ター (sinter) し , Ne 一 Kp 固溶体 系 列 の いろ いろ な 組成 の も の を 合成 し た 。 谷 
成 物 は SRST A LOC 粉末 廻 折 記 録 を つく つて 同定 し た 。 得 られ た 相 の 純 絢 な る の 
の 一 折 記 勿 の 代表 的 な 例 は 第 1 図 に 示す 。 この うち で , “A” と 書い た 相 は ば は, どの よう な 
性 人 質 の も の で ある か を 決定 する こと が で き な か つた 。 それ は Rigby と Richardson% 
(1947) が kaliophilite だ と 考え た も の と 同一 で ある が , 最近 Richardson か ら 来 た 手 
紙 (1955) に よれ ば , 天然 の kaliophilite と は 全く 異 つ て いる 由 で ある 。 (われ われ は 
天然 の kaliophilite の 近 本 を も つて いな い の で , 確 め る こと が で き な か つた 。 ) MAK 
が 極度 に 微細 な た め に , 光学 的 方 法 は 使わ れ な か つた 。 結果 を チェ ツク する 一 つの 手段 と 
Lt, 合成 物 の な か の kalsilite 固溶体 の 成分 を 本 稿 の 附録 の デー タ に よ つ て 推定 し , ne- 
pheline 周 深 体 の 成分 を Smith と Sahama の 与え そる デー タ に よ つ て 推定 する こと を , 
幾つ か の 場合 に 試み た 。 

この よう な 実験 方 法 を と る と , 少量 の Na,O と KO と は , 加熱 中 に 蒸発 し て 失わ れ 
る 。 ま た , K。,CO。 ki CHAE BML BC, 正確 な 称 量 が ほとん ど 不 可能 で あつ な た 。. 
その た め に , 結果 は 幾 分 不満 足 な も の で は ある が , この 系 に 含ま れ て いる 重要 な 関係 が わ 
か ら な い は ほど 不正 確 で は な いと 思わ れる 。 


il 実験 の デー ヌ 


実験 の デー タ の 主 な も の は 第 1 表 に 要約 し て ある 。 そ れ を 図表 に 示し た る も の が , 第 2 図 
で ある 。 こ の 図 の うち で , 液 相 線 , 固 相 線 , お よび carnegieite-nepheline 間 の 境界 は , 
Bowen(1917) の デー タ に よ つ て 書い て ある 。 

ある 合成 物 (こと に 組成 が Neso KpPeo 一 Ne。o。 Kpz。 附近 で , 1100°C 以下 で シン ター 
され た も の ) に お いて は , leucite DFEERT BW XMM, この 系 の 相 の 廻 折線 
の ほか に 認め ちら れ た 。 そ の よう な 合成 物 は , 第 2 図 を つく る の に は 用 いな か つた 。 


1) Tuttle, O. F., and Smith, J. V.; Abstr. Ann. Rep. Direct. Geophys. Lab., 
1952-1953, 53-56, 1953 

2) Rigby, G. R. and Richardson, H. M.; op. cit. 

3) Smith, J. V. and Sahama, Th. G.; Min. Mag., 30, 439-449, 1954 
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X-ray diffractograms of the synthesized phases. 
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Table 1. Results of the sintering experiment 


Sa Reaes Temperature | Time 
= Products 

Ne Kp (°C) (hrs.) 
70 30 830 45 Nepheline 
70 30 1100 24 Nepheline 
60 40 830 100 Nepheline + kalsilite 
60 40 900 30 Nepheline 
60 40 | 1170 20 Nepheline 
60 40 1280 16 Nepheline 
55 45 1280 11 Nepheline 
50 50 1280 16 Nepheline + kalsilite 
50 50 | 1315 11 Nepheline + kalsilite 
50 50 1370 11 Nepheline 
45 Som 830 100 Nepheline-+ kalsilite + leucite 
45 55 1000 100 Nepheline + kalsilite + leucite 
45 55 1280 11 Nepheline + kalsilite 
45 | 55 1370 10 Nepheline + kalsilite 
40 60 | 1230 11 Kalsilite 
40 60 1370 11 Kalsilite 
30 70 | 830 100 Kalsilite 
30 70" | 1230 11 Kalsilite 
20 | 80 | 700 120 Kalsilite 
20 80 | 830 100 Kalsilite 
20 80 1230 18 Kalsilite+-orthorhombic form 
11 89 830 100 Orthorhombic form 
11 89 | 1370 10 Orthorhombic form 
10 90 700 100 A 

0.| 100 700 120 A 

0 | 100 830 45 YN 

OM 100 1170 10 Orthorhombic form 


IV jeFAopeRAfe et nepheline の unmixing 


この 系 の 講 関 係 は 第 2 図 を みれ ば 明らか で ある 。 Nepheline と kalsilite の 領域 の 間 
に , それ ら 二 祖 の 共存 する 混和 性 間際 が 存在 する 。 そ の 間隙 は , 温度 が 下る と 広く な る 。 

高温 で 結晶 し た KK の 多い nepheline は , 低温 の 平衡 状態 の 下 に お いて は unmix し て , 
も つと Na の 多い nepheline と kalsilite と の 混合 物 に な る 。 この unmixing は 極め 
て 容易 に 起 る の で , 混和 性 間隙 は 実際 に より る も 広く み 誤 り 易 い 傾向 が ある 。 第 2 図 に お い 
て る も, ,. こ と に 高温 の 部 分 で は , 混和 性 間際 を 広く 書き すぎ て いる か も し れ な い 。 

第 3 図 上 の カー プ ブ は , 組成 Neg。 Kp4o な る nepheline (1200°C A ECA) DO XR 
WH AE CHS 同じ 図 の 下 の カ ー ブ は , その サン プル を 770°C に 1 時 間 保 つた 後 の ※ 
線 廻 折 記 録 で ある 。 下 の カー ブ は 明らか に , その サン プル が unmix し て nepheline と 
少量 の kalsilite と の 混合 物 に な つて いる こと を 示し て いる 。 下 の カー ブ の nepheline 
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Fig. 2. 


Tentative equilibrium dia- 
gram of the system NaAlSiO, 
—KAISiO,. Cg : carnegieite 
field. Ortho : orthorhombic 1200 : 
(K, Na) AISiO, field. A: un- Nepheline 
identified phase “A N+K: 


the miscibility gap where 1000 
nepheline and kalsilite co- 
exist. 800} . 
600 - 
20 40 
Nc AISiOg 
Fig. 3. 
Nepheline (NegoKkpag ) 
20.2 
00.2 20.1 
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The Same Sample Held at 
770°C for | Hour 


o 


40 


| 20 Cu Kat Radiation ; | 


X-ray diffractograms of a K-rich nepheline sample before and 
after it was held at 770°C for 1 hour. The lower curve shows 
that the sample unmixed, giving an aggregate of a more sodic 


a 


N’’; those of the kalsilite by “‘K”’ tcgether with indices, 


nepheline and kalsilite. Peaks of the nepheline are marked by 


me RO Peer 


の ビー ク は , 上 の カー ブ の 対 店 する ビー ク に くら べ る と 系 統 的 に 右 に 移動 し て いる 。 そ の 
こと は , unmix し て で きた nepheline が も と の nepheline より も 小さ い 単 位 格 子 胞 を 
ゼ ち 7 し た が つて Na に より 富ん だ も の で ある こと を 意味 する 。 
unmix し た サン プル を 900°C に 3 時 間 再 加熱 すれ ば , ふた た び 均 質 な nepheline 
~) 0 
附 記 : 合成 Falsilite の 単位 格子 胞 の 大 き さ 

研究 の 過程 に お いて , われ われ は kalsilite の 単位 格子 胞 の 大 き さ を 精密 に 測定 し た 。 

試料 に は 標準 物質 と し て 岩塩 を まぜ て , 和 事 折 記録 を と つた 。 そ の 結果 は 第 2 表 に 示す 。 


Table 2. Unit cell dimensions of kalsilites 


sie : f 20 for CuKe, 
Composition (wt.%) a (A) c (A) ーー 
(10.2) (11.0) 
Ne,oKPeo 5.137 8.610 28.83 34.90 
NegoKP zo 5.152 BiG35 SO |G BARE 
Ne,o Kpso 5.160 8674 | 28:66 34.74 


この 結果 は , Bannister と Hey) の 与え る 天然 の kalsilite DF-—FEE< MML 
て いる 。 (Bannister と Hey に よれ ば , VEIZ Neyo Kpgo な る 組成 の 天然 の kalsilite の 
a=5.17, c=8.67kX で ある 。) 

こと の 研究 に 助言 や 便宜 を 与え られ な た 久野 教授 , 岩井 津 一 氏 , Dr. U.S. Yoder, Jr., 
Dr. H. M. Richardson な ど に 感謝 の 意 を 表す る 。 


昔 鐵 鐘 の 面 の 反射 能 と 構造 
On the relations between structure and face-reflectivity in pyrites 


高 野 3% 雄 * (Yukio Takano) 
高 2 代 * (Kotoyo Takano) 


Abstract : We found very close relations between crystal struc- 
ture and morphology in pyrites. This is shown in Fig. 1, sulfur atoms 
are projected on (001) plane, and it can be shown in this picture that 
crystal planes e(210), é(210), a(100), b(010) and striation faces are para- 
Ilel to each sheet structures of sulfur atoms. The sheet planes of 


1) Bannister, F. A. and Hey, M. H.; op. cit. 
* 東京 大 学 教養 学部 地学 教 窒 
** 東京 大 学 理学 部 地学 科 
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a(100) and b(010) are not equivalent in this projection, so that in actual 
crystal planes there is striated on a(100) face, and is not striated but linea- 
ted on b(010) face, so far as in this section, because b(010) face striated 
parallel to zone [100]. It is expected that density of sulfur sheet structures 
are, in general, proportional to the face reflectivity than area of crystal 
faces. 

For these reason, we classified about crystal growth of pyrites in 
next three stages. 3 

(1) growth of a(100), tace:> 

(2) growth of e(210) face. 

(3) growth of o(111) and other faces. 

. These assumption shows a good agreement with data in recent papers 

on crystal habit of pyrites by Mr. I. Sunagawa. 


1 序 論 


ZH E CRRA OW COMBS, 形態 的 り に も 結 品 構造 か ら る も 非常 に 詳細 な 報告 が 
な され , 一 方 , 結 品 の 形態 と 構造 と の 関係 に つい て も まな た 成長 が に 関し て も 数 多く の 
見 解 が 報告 され て 来 た 。 こ れ に 対し ご くく 最近 P. Hartman が PP. B.C ベク トル の 概念 5. 
を 導入 し て エネ ルギー の 方 か ら 差 察し ょ うと 試み た 。 また 砂川 一 郎 氏 は 各地 の 黄 鉄 鉱 に 
つき その 品 相 と 環境 5) と の 綿密 な 考察 を 行い ,・ 現在 結 卓 成長 に 関す る 理論 の 主流 を な す 
adsorption” 説 だ け で は 説明 し きれ な いも の の 多い こと を 報告 し て いる 。 筆者 等 は 形態 
と 構造 の 極端 な order の 相違 に 注目 し , 各 結 品 面 の 反射 秀 と 構造 の 問 に より 密接 な 関係 


1) Niggli, P.; Zeit. Krist., 58, 490, 1923, 63, 49, 1926. Chudoba, K.; Fest- 
schrift V. Goldschmidt, 81, 1928. Kalb, G.; Zeit. Krist., 75, 311, 1930. 
Todoky, L., Zimmayi, K.; Zeit. Krist., 80, 255, 1931; Annales. Musei. 
Nation. 1, 1934. ARE RTH; 日 本 鉱物 資料 続 1, 28, 30, 34, 1935, #2, 21,1937. 
伊藤 頁 一 , 桜井 欲 一 ; HAGK WER 3 版 (EY), 91, 1947. Palache, C., et al.; 
The System of Mineralogy 7th ed., 1, 282, 1952. 

2) Bragg, W.L.; Proc. Roy. Soc. London, A89, 468, 1913. Baumhauer, H:; 
Schweiz. Min. Ref. Mitt., 5, 348, 1925. Tamman, G., Krings, W.; Zeit. 

Analog. Chem., 146, 420, 1928. Grumer, J. W.; Am. Min., 14, 470, 1929. 
Onorato, E.; Periodico Min. Roma, 2, 13, 1931. Parker, H. M., Whaite- 
hause, W. J., Phil. Mag., 14, 939, 1932. Laue, M., Mises, R.; Stereosko- 
philder von Kristallgittern IT, 1936. Bragg, W.L.; Atomic Structure of 
Minerals, 71, 1937. Taylor, W. H.; Am. Min., 25, 134, 1940. Gloszizynski 
S.; Neues Jahrb. Min., 25, 1950. Gordon, R. B.; Am. Min., 36, 918, 1951. 
Rinne, F.; Naturwissenschaften, 21, 3, 207, 1919. Niggli, P. 
1926. Peacock, M.A., Am. Min., 16, 361, 1931, 17, 317, 1932. Taylor 
W.H.; op. cit. 1940. Buerger, M.J.; Jour. Chem. Phys., 15, 1, 1947. 
4) Buerger, M. J.; Am. Min., 32, 593, 1947. Buckley, H. E.; Crystal Growth, 


339, 1951. Verma, A. R.; Crystal Growth and Dislocations, 9, 1953 
Read, W. T.; Dislocations in Crystals, 139, 1953. 


5) Hartman, P., Perdok, W.G.; Acta Cryst., 8, 49, 521, 528 1955. 
6) 砂川 一 郎 ; 地 調 月 報 2, 3, 1, 1951, 3, 2, 21, 1952, 6.1, 1, 1955. 
7) Buckley, H.°E.; op. cit. 1951. 
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が 存在 し は し な いか と の 期待 の も と に , WEBCO RAO HAE BUC 
定 を 行 つ た 処 , 構造 中 の S 原子 の 層状 構造 の 綴 密 な 方 向 ほ ど REO RARER よい と い 
SMe 見 出し た の で , これ を 基 と し て Hartman の 仮説 を 参照 し て , AEKMOKBO 
RRC AB ORES SEM, ¢HOMET SRM, o 面 その 他 の 面 の 成長 する 段 了 
DERN CBR Lo CORRS 意外 に も 砂川 氏 等 の 統計 を か な り よ く BT 
る 結果 と な つた の で ここ に 報告 する 。 


2 RRO SH BE 
RRROEPO S 原子 を (001) 面 に 投影 する と 第 1 図 の ょ うに な り , LO SRF O. 


第 図 S 原 子 の (001) H~ORVR (太線 は 条 線 面 の 模式 的 断面 ) 


(100) 


並ぶ 方 向 と 六面体 の 条 線 の 方 向 と が 一 致す る こと は W. L. Bragg) に よっ つて XX 線 を 用 
いて 確か め ら れ て いる 。 筆者 等 は S 原 子 の み の 配 列 に つい て さら に EREMA, SRA 
方 向 に よる 下 密 と 結晶 面 の 反射 人 秀 及び 大 いさ に 関係 が ある の で は な いか と 考え て , 群馬 県 
WES BE ORK a ARE HC PEF 6 BBRG2O*X Goldschmidt の 複 円 反射 測 角 器 を 
用 いて 測 角 を 行 つ た 。 結晶 は 第 2 図 に 示す よう に HATCH LAM KORE CR 
の 反射 能 を 検 す る た め に 結晶 の と くに 大 きく また 条 線 の 深い も の が 選ば れ な た (第 3 図 )。 
測 角 結果 は A 1 表 に 示す 通り で , 上 に 述べ た 条件 で 選ん だ た め , 測 角 値 そ の も の の 誤差 は 
も と より 大 きく な つた が , その 反射 能 を 検 す る と e(210) 面 が 一 様 に 反射 良好 で 各々 ー つ 
の 美しい 光 像 が 観察 され る の に 反し , a(100) BIRR a-e 品 帯 に 直角 の 方 向 に 伸び た 
も の が 多く , 甚だ し い の は 二 重 三重 の 像 を 呈し て , eMICLEL EEL ¢ 鮮 鋭 度 を 欠く o 紫 
の 結晶 で は A 面 は 非常 に 狭め られ て いる の と 厳密 に A. EE ブロ ッ ク を 明瞭 に 境 す る こと が 


1) Bragg, W. L:; op. cit. 
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第 2 図 条 線 黄 鉄 鉱 の 結 品 図 (a 型 ) 


第 3 図 ARB O trae (e-a Hi) 


第 1 表 RRB RW Af (e-a B/S) 
Block} Face (hlkl) S O pobs. @Mobs. | pealc, | pcalc Number 
1(210) i vi | A |90°00'| 68°26’| 90°00’| 63°26" 1 
E |s,=1(210) S B 89°42’ | 116°224 7 116°34’ 1 
| 
ss==a (OO | VVS doublet 90°00’ | 88°10’ ” 90°00 Numerous 
(210) Va BN 805497 CRD 2 a UGS 1 
WS S B 90200 TAS 32265) ae 632267 2 
s4=a(l100) | VVS |doublet| 90°00’ | 88°07’) 7 96°00’, Numerous 
| 1”(210) i C | 9°38’ | 242°17| ~« |.243°26/| 1 
SS AO SS B SO POA ZZ 296°34’| i 
sg=a”(100) VVS |doublet | 90°00’ | 268°36") 270°00’) Numerous 
1”’(210) I B 89°54" | 296°23’) 4» | 296°34’| 1 
Es,=none 0 
ss=34“(100) | VVS ldoublet | 90°00’ | 268°29’| 7 | 270°00’| Numerous 
A |, a(100) M | D 89°54’ | 88°33’ ” | 90°007 | 
A” | a”(100)#dh |S E 90° 位 | 269°4% 2 270°00’ 1 


測 角 者 eet 


出来 た の で ここ で は 条 線 面 は すべ て Emre 


属す る も の と し て 記載 し た 。 此 の 条 線 面 に つ 


いて 面白 いこ と は 各々 の ERNE AK I~2 ヶ の Sora ROME MOTHS, これ ら は 


いずれ る も 条 線 面 と し て は 著しく 広く また 反射 像 も 対 筑 の 同 価 面 


と 全く 一 致し , 反射 能 も 殆 


ん ど 同 じ 程 度 で ある 。 一 方 Sp, RMN ERic 20~30 二 の 条 線 面 と し て 見 られ , その 
細 度 を 綿密 に 検 す る と 必ず し も 平行 な 一 群 の 面 で は な く て , 僅か ずつ 左右 に 歪ん で 波 型 を 
な し て いる も の が 多い 。 従 つて 反射 像 る 一致 せ ず 四 重 , 五 重 の 像 の 杜 合 と し て 観 祭 さ る 。 
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な お 結晶 が 大 きい の で 小さ な 紙片 を 用 いて NOM OMMOM PIRRL C LORE 
か め た 。 測 角 の 結果 を 拡大 し て 面 に 垂直 に 図示 し た の が 第 4 図 で ある 。 


第 4 図 条 線 黄 鉄 鉄 の 拡大 断面 図 (+[001]) 


ここ で 先程 の 黄 鉄 鉱 の (00j) 面 へ の 構造 の 投影 図 (第 1 図 ) に つい て 考え て 見 よう 。 と 
さ に SS 原子 に つい て の み 考 慮 し た 場合 ) W. し ' Bragg は 黄 鉄 鉄 の (001) HARB LE S 
原子 の 配 烈 方 向 ( 図 中 a の 方 向 ) は ; 六面体 結 品 の (001) HO 条 線 の 方 向 と 同じ 向き で あ 
る こと を へ 線 で 確か め た 2 と 解い て いる 。 筆者 等 は 上 の 測 角 値 に 基き , 条 線 面 の 解 株 
を 求め る た め に この 投影 図 た 対し て 更に 検討 を 加え た 。 そ の 結果 , 図 に 示す よう に 第 一 に 
© 及び e' の 非常 に 統 密 な 層 構 造 が 見 出さ れ , つい で DAM O® ゝ 粗い 層 構 造 更に a 方 向 の 
互い 違い に 並ぶ 前 者 と は 異 る 構造 の 順に 見 出し 得る こと に 気 ず いた 。 即 も Bragg が (001)_ 
面 上 の 条 線 を 説明 し た の に 対し , 筆者 等 は これ と 垂直 方 向 の (100) 面 上 の 条 線 面 に つい て 
DIBREIO12D CHS. b RF ORG LEAL CRRRO MAI Fe 原子 が な い 
と 仮定 すれ ば , LEO Bims e 面 に 最も 完全 な , dbBmICIAASEAH, そし て aici 
7, BAe BIS SOL MHS RR ORKRMiIls Fe 原子 が ある の で 此 の よう な 順位 
DB EAL HOBO, S 原 子 の 悦 構 造 の 統 密 度 が 結晶 面 の 反射 能 や 大 き さ に 関係 を も つ 
で あろ うと いう こと は 言い 得る の で は な いか と 思う 。 即ち 第 1 表 に 示す 通り 最も る 反射 の 
良好 な また 発達 し た CHA UIC S 原 子 が 層 構 造 を な し て いる 面 を 代表 し 次 ぎの 反射 
能 と 広 さ を る も つる a 面 が これ に つぐ と いう 事実 で ある 。 この 個体 に は 認め られ な い が o9(111) 
Hehe > BRK) D2eY HSB その 反射 秀 は 一 般 に 之 箋 の 面 よ り 悪 いか あぁ あるいは 反射 像 

を 結ば な いも る の が 多い 。 之 等 の 事実 に つい て は 更に 数 値 を 多く し て 確 め た い 。 

また , これ と 並行 し て 非常 に 興味 ある の は [001] 品 整 に 垂直 に 見 た 場合 第 1 図 の a 面 
と b 面 と で は S 原 子 が 全く 異な る 配列 を な す と いう こと で ある 。 即ち 第 2 図 の よう に 六 面 
体 の 結晶 を 考え た 場合 , (100) BIS [091] 唱 帯 の 条 線 面 , 更に (010) 面 に は (100) Gwe 
の 条 線 面 , 更に (100) BUCS [010] 唱 帯 の 条 線 面 が 発達 する 理由 が 簡単 に 納得 出来 る か ら 
で あぁ る に 。 即ち 第 1 図 の 場合 a 面 は その 形成 の 途中 で a 面 の 方 向 と それ 程 角 度 が 違わ ず , し 
か も より 強力 な 層 構 造 を も つて いる e, e′ MICMItN SNES, ce’ 及び a の 栓 合 と な る 


1) PREAH; AnH, 1935, 1937 
2) Bragg, W. L.; op. cit. 
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72 DILEOMCROBSL LCHESAD SENS UNKRL, b 面 で は e RU CHIC 
換え る た め に は 非常 に 大きな 凹 角 を つく る こと に な り , 結晶 体 の 表面 積 を 非常 に 広く する 
と いう 矛盾 に 遭遇 する の で 実際 に 起り 得 ず , 代り に 今 の ai の 条 線 の 方 向 と 同 価 の 方 向 , 既 
ち [100] 品 帯 の 条 線 を 生ずる の だ と 思わ れる 。 ま た 本 実験 に 用 いた 資料 の 場合 , 偶然 に も 
結晶 面 の 反射 能 と 面 の 発達 が 一 致し , また それ が 層 構 造 の 弧 密 鹿 と 一 致し た が 面 の 広 さ に 
関す る 限り 非常 に 複雑 な 要素 の 一 つと し て 此 の 層 構 造 を 考慮 する に 留め た いと 思う 。 = 
の こと に つい て は 次 に 和 述べ る 。 


4 83H 鉱 の 成長 


それ で は ここ で 黄 鉄 鉱 の 結晶 が どの よう に し て 品 出 性 EXMERTSREBRLEW OS 
FEE OVERS ROUC PSL 7 KO AED ORI C EY 黄 鉄 鉄 の 肥 が 上品 出さ れ た と 考え 
よう 。 此 の 場合 は この 肥 は 勿論 非常 に た 少 い 数 の 単位 胞 の 規則 正しい 論 合 に より 形成 され 
て いる と 見 な し 得る 。 一度 疾 液 中 の そこ か し こ に 用 が 出来 る と , ZORBORRD 6 BR 
鉄 の 成分 が その 周囲 か ら 層 一 層 と 附 加 され て 結晶 を 成長 させ る 。 肥 か ら 種 へ , Bb 
へ , 微 品 より 我々 の 眼 に 見 える 結 唱 へ と 次 第 に 大 きく な る 。 か くし て 第 1 段階 の 六面体 は 
形成 さそ る 。 此 の 場合 は 非常 に 記 飽 和 な 状態 に ある 疾 液 な の で PRA OR MM ls 一 刻 


も 早く 規則 正しい 配列 の 一 員 に な ろう と する か ら , 結 品 の 成長 も 速やか で , 又 他 の 条件 の 


顧 慮 な し に 基本 の 六面体 の 各 面 の 上 に , 統計 的 に は 一 様 に 一 枚 々 々 規則 正しい 格子 と し て 
附 加 され て 行く 。 即ち 第 1 段階 で 生成 され る 結晶 型 は 六面体 で ある 。 勿論 婚 の 時 に は 避 
か 彼方 に あつ た 隣 の 用 か ら MR LMM RAL TC 始め て その 規則 的 な 発育 を BASE 
うな 場合 も あろ う 。 ま た 黄 鉄 鉄 の 単位 懲 の 稼 の 長 さ は 5.418A で ある か ら , 例え ば 径 1 
cm の 黄 鉄 鉄 の 策 の 一 辺 に 並ぶ 単位 胞 の 数 だ け で る も 2 千 万 個 に も 達する の だ か ら 各 面 に 無 
数 の 構成 単位 が 附 加 され て 来 た と 考え れ ば 我々 の 眼 に 映る 黄 鉄 鉱 は 特殊 な 条件 の な い 限 
り 殆 ん ど 正六 面体 と な る で あら う 。 また 類 液 の 冷却 の 比較 的 速い 場合 に も 他 の 因子 の 作 
用 が 減殺 さる か ら 六 面体 を 成長 させ る こと が 予想 され る 。 

実際 の 場合 に は 類 液 は 終始 同じ 濃度 で は な く 。, 上 唱 出 する に 従い 刻々 状態 の 変る る も の が 多 
Wo 第 2 の 段階 と し て 燈 液 の 濃度 が か な り 飽 和 状 態 に 近い 状態 を 考え よう 。 別 な 場合 と し 
COIRORAE ODMGOBSLCBATO LV PHSB CIMMM ALD Mons Zz 
度 が か な り ARIS そこ で 第 一 段階 の ょ うに 何処 に で る も 附 着 出来 る 面 に 附 加 され る 
と 言う の で は な く て 構成 単位 は あぁ る 程度 の 選択 権 を も つて 附 着 する よう に な る 。 LOK 
面積 を 出来 る だ け 小 さく し よう と する 力 , 即 も 球面 に 近い 形態 を と ら う と する 因子 Ft 
既成 の 個体 中 の 出来 る だ け 反 携 力 の 少 い 位置 に 入り 込ま うと する 因子 F。 に ょ つて 支配 さ 
れる 。 こ れ ら は 結 品 の 種類 に よ つ て も 異 る だ ら う が , 第 2 AME Clk FL, の 方 が 大 きく 支配 
する 。 草 鉄 鉄 の 場合 e 面 が 最も 維 密 な 層 構 造 を な し て いる の で , 紫 の 面 上 に 出現 し た 構成 
単位 中 の S 原 子 が 層 構 造 中 の S 原 子 の 統 密 な 平面 で 強く 反 挫 され て 再び 痴 液 中 に 戻さ れ て 
終 う 。 と ころ が し ば らく 話 液 中 を さま よ つ て か ら 舞 い 戻 つた 点 が が たまたま e 面 の 一 端 で あ 
つた と する と 今度 は 最も 強い 反 携 力 の 平面 に 平行 な 位置 な の で 容易 に 附 加 する こと が 出 
来る 訳 で ある 。 即 も 第 2 BA Crd e 面 に は 附 加 せ ず , その 周辺 に 平行 に 並ぶ 構成 単位 が 選 


1) Goldon, R. B.; op. cit. 1951 
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か に 多い の で , 肉眼 的 に は e 面 の み の 単 形 と し て 成長 する わけ で ある 。 

第 3 段階 で は 凌 液 は 殆 ん ど 飽和 状態 で ある か , ERED 極め て 除 々 に 低下 する 場合 を い 
う 。 此 の 場合 は 結晶 面 へ の 附 加 は 更に 緩慢 で , FL の 方 が F, より 強く 支配 され る と 思わ 
れる 。 従 つ で 出来 る だ け 球 形 に 近い 方 向 へ と 0(111), p(221) n(211 等 の 面 に 配列 され 
て , 頂点 方 向 へ の 附 加 を 防い で 行く 。 o 面 は か な り 発 達する も の が 多い が 一 般 に 前 記 e, a 
面 に 比 し て 反射 秀 が 甚だ し く 悪 く 時 に は 足尾 産 り の も の の ご と く 全 く 反 射 像 を 認め 得 な い 
も の が 多い 。 これ は o 面 に は S 原 子 の 強い 層 裕 造 を 欠く の で , 附 加 する 構成 単位 へ の 抵抗 
力 が 細 く その た め 非 常に 不 規則 な 平面 を 生じ 易い ひい こと に 起因 する も の と 考 えら れる 。 

今 ま で 黄 鉄 鉄 の 品 出 と 品 澤 に つい て 基本 的 と 思わ れる 3 つの 段 陣 に つい て 論じ た 。 実際 
に は 第 2 ROR CRIME IE LC A—e HORE ROK Y, 更に 途中 で 第 3 OBE 
に 移行 し て 4 一 eo の 李 形 に な る よう な 例 が 多い 。 論 それ 以上 の 複雑 な 因子 に よう て い 
ろ い ろ の 影 絡 を 受け る と 思う 3。 

7c D RRC OW Cid 各 段 陰 に お いて 濃度 叉 は 温度 の 比較 的 急激 な 隆 下 で 急 に 
選択 性 を 増し , FE Cea BL CM EEL CR ORLORDS MHKASS と 
FSL=ABAO Sb RBS NAD CHBEMAOSVOHS LOBEL SH Mac 
Samael HL CRROMICAAZRRE ROR LHBANS. WOU L I BERAL 
C HZ OBRRC HEATH AS NAD C BPA O APES OVC AE 
CWOHO CH. BAERS LRWLAI. EKINSORMHOH S41 の 面 が 発達 し 反 
射 能 も と くに よい の は こう いう FERN RO RAICBY Cis LY 構成 単位 は RSH 
て る 少 い 移動 で すぐ 別 の 位置 に 附 加 する こと が 出来 る の で , > AMARA Zz HER 
の 附 着 を 許さ な い の に 起因 する と 考え られ よう 。 また 此 の こと か ら 逆 に 一般に 大 きい 結 
geld EBM LOC 反 拉 さ れる と 構成 単位 の 移動 忠 離 が 遠く な る の で それ が た と ぇ え ec, 
a の よう な 強力 な 面 に お いて も その 面 上 に 不 規則 に 附 加 され 易 く な る 。 即 も 一 般 に 大 きい 
結 品 ほど 同 価 の 面 の 反射 能 は 悪く な る 可能 性 が ある 。 

また 先程 の 第 1 ユ ~ 第 SEAN Pe MAR OWI HE ANE, 統計 的 に 六面体 の 結晶 は 小さ 
く 五 角 十 二 面 体 , 八 面 体 の 結 品 が 大 きい こと が 予測 され る が , 最近 砂川 氏 が 花岡 ・ 鱗 湯 ・ 神 
局 各 鉄山 の いずれ の 場合 に も 結晶 料 が 小さ い 場合 程 六面体 型 の 出現 が 多く な る と 報告 し 
CWB?) の は 興味 深い 。 但 し , 同 産 地 の る も の で 粒度 より 考 える と 五角 十 二 面 体型 と 八 面 体 
型 の 大 き さ の 頻度 が 筆者 等 の 考え と 異な つた 結果 を 得 て い る 。 こ れ は 第 2 第 3 段階 に 進む 
と , 実際 の 場合 は 筆者 等 の 考 える よう に 単純 な 原因 ば か がり で は な いと いう こと で 鉄 床 学 者 
に いろ いろ と 検討 を 加え て 頂き た いと 念願 する 。 まな た 砂川 民 は 米子 鉱山 の 青 上 出石 及び タダ | 
ィ ア スポ ア の いずれ の zone の 中 で も 上 部 は e(210) 面 が 発達 し 下部 ほど o(111) AFR 
L, また Pp(221), n(211) 面 る 下部 に 多い 傾向 に ある と 報告 し て いる や 。 こ れ は 下部 ほど 温 
度 の 低下 が 遅く ぐ 緩 優 に 品 出 され た こと を 物語 る も の で 筆者 達 の 考え と 一 致す る 。 また 砂川 
FE AS BRA SAGK t 共生 する RRA OR IKON 八 面 体 の 微 品 が で ぁ る と いつ て いる が , 
これ は As の 存在 に よる 何 笠 か の 原因 で 結晶 の 上 唱 出 速度 が きわ め て 遅く その た め 品 出 の 始 


1) PRAT > 前 出 , 1935, 1937 
2) POIN—BAB ; ATHY, 1951, 1952, 1955, 1955 


3), 4) 砂川 一 郎 ; 前 出 
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めか ら 選 択 性 を も つて , MSH 3 ABOMREAT 7 DO LRRMERS DIN Klimeae 
変化 させ る 原因 と し て 温度 降下 ・ 冷却 速度 ・ 鉱 化 度 : PH の 条件 の 変化 を 挙げ て いる が , 
| 筆者 等 も 同感 で これ ら の も の と 共に 過飽和 度 が 主要 な 役割 を 果して 各 段 陰 で その 条件 に 
應 じ た 選 択 性 を も つも の と 思う 3 。 f 


5 結 論 5 

1. 群馬 県 八 由 鉱 山 産 の 黄 鉄 鉱 の 面 及 び 条 綿 画 の 反射 能 を 測定 し た と ころ , 結晶 構造 中 
DS 原子 の み の 層 構造 の 統 密 度 と 一 致し た 。 

2. 更に 黄 鉄 鉱 の a; e 面 及び 条 線 面 の 各々 (001) 面 へ 投影 し て 対比 し た 処 , SRE 
妥 な 形態 面 の 形成 に 重要 な 役割 を 果して いる こと を 確認 し た 。 

3. 上 の 解 恋 は 六面体 型 , 五角 十 二 面 体型 の いずれ に る も 適用 出来 た が , 八 面 体型 に つい 
て は 反射 能 の 測定 な など に より 研究 を 進め た い 。 

4. TEPRSK OA: RVC BEL 形態 と 構造 の 考察 か ら a(100) っ > e(210) っ o(111)> OB & 
oe 6 

5. 此 の 考え は 最近 の 砂川 民 の 研究 成果 と か な り ょ よい 一 致 を 見 た 。 但 し 個々 の 録 床 と の 
関係 の 解 釈 は 将来 の 研究 を 待ち た いと 思う 3 う 。 

BREN ZI THINS 検討 す せ ね ば な ら な い 余 地 が か な りあ る 。 例え ば ぽ F, 
Fy, の 物理 的 な 意義 , 455 種 に も 達する 黄 鉄 鉄 の 各 面 に つい て の 解釈 , こと に Fy が 単 
に 素 面 積 を 小さ くし ょ うと する 因子 だ は で あぁ つた ら 第 3 段階 で o 面 の み の 単 形 ま で は 発 
展 し 得 な いと いう 疑念 が 起 る の は 当然 で ある 。 こ れ ら に つい て は 今後 詳細 に 検討 し た い 。 
また 面 の 反射 能 に つい て る 光電 倍数 管 筆 を 用 いて 定量 的 に 比較 出来 る よう に すれ ば 面白 
いと 思う 。 こ れ ら は 単に 攻 鉄 鉄 の 反射 能 の 対比 と いう こと に と ど ま ら ず , 硫化 鉱物 及び 硫 
PIO 各 型 の 構造 の も の *” に つい て 反射 能 の 測定 の 対比 を 行え ば 面白 いと 思う 。 同じ 
く 良 く 発 達し た 面 で あつ て る —HRICHARO a 面 が 図 亜鉛 鉄 の o 面 より も 遥 か に 良い 挨 
射 能 を も つ 傾 向 に ある と いう こと る も , S$ 原子 の 層 構 造 と 金属 原子 の 関係 か な ら あ るい は 説明 
出来 る の で は な いか と 思う 。 また この よう に 結 品 の 構造 と 形態 が 密接 な 関係 に ある も の 
な ら は ば 例え ば , 毛 鉱 の よう に 結 品 構造 の 未 決 定 の 付 物 の 解釈 , ある い は は つき り し た 結 品 
形態 を も た な い 鈴 物 形態 の 予言 を 行う こと が 出来 る か る も 知れ な い 。 


6 ) 許 Bi 
ARS eS CHGS RLOM, FO 東京 大 学 理 学部 鉱物 学 教室 PRE AHS 
に 捧げ る 。 ま た 種々 有益 な 御 教示 を 仰い だ 同 教 密 定 永 両 一 助教 授 並 びに 飯高 洋一 氏 , AA 
学 教養 学部 立見 辰雄 助教 授 及 び 深 秀雄 助教 授 等 の 諸氏 に 厚く BLEW S. また 本稿 を 
綴 め る 間接 の 動機 を 与え て 下さ れ た HMMA 筆者 の 一 人 の 朋友 各 位 に 御礼 を 申 上 げ 
Bo 最後 に 豊富 な デー ター を 報告 され た 地質 調査 所 砂川 一 郎 氏 に 深い 閣 意 を 表す る 次 第 
で ある 。 


1) Todoky, L., Zimmayi, K.; op. cit., 1931 
DeGuuner, VVR ERODE ORY Y 
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< eS A eo BS 鏡 & BX 
On the limonite ores from the Horaitakamatsu Mine 


本 多 i} 郎 (Sakuro Honda)** 


Abstract: The limonite ores from the Horaitakamatsu Mine may 
be classified into three types according to their external appearance and 
mineral compositions as follows: 

(1) Dark brown compact ores, composed of goethite only. 

(2) Light reddish clayey ores, characterized by the presence of 
hematite and the intricated mineral contents, namely, montmorillonite, 
@-cristobalite, quartz, tridymite, goethite and hematite. 

This complication is ascribed to the fact that the clay altered 
from volcanic ash mingles in this ores. 

(3) Dark yellow clayey ores, composed of goethite and quartz. 

A limonitic substance replacing a kind of moss is found in this _ 
mine, and from the results of its investigations, it is ascertained that it 
is not hydrous ferric oxide but basic ferric sulphate. The results were 
reported in another paper. 


1 縮 言 


鉄 の 重要 な 資源 で ある 神 鉄 鉄 は 含水 酸化 鉄 鉄 を ば く ぜ ん と あら わす 名 称 と し て 広く つ 
か われ て きた が , 最近 本 邦 そ の 他 に お いて , 福 鉄 鉄 の くわ し い 鉄 物 学 的 研究 が 行わ れ て い 
て , その 鉄 物 内 容 が し だ い に 明 確 に な つて きつ つ あ ぁ ある りり 。 筆者 は まえ に 北 茶 高松 鉱山 の 硫 
(CBE, BREZREL SN, その 鉄 床 の 輪 郭 を 報告 し た が , FOB, 本 鉱山 の 福 鉄 鉱 
録 石 の 録 物 組成 の 研究 を 行 つ た 。 その 結果 本 鉱山 の 神 鉄 鉱 々 石 は 外観 上 3 種 に 大 別 す る こ 
と が で き , その 久 物 組成 も それ ぞ れ 異 つ て お り 中 に は か な り 複 雑 な 鉱物 内 容 を も つも の が 
あぁ ある こと が わか つた 。 ま た , 鉄山 内 に , SO” を 多量 に ふく ん だ 強酸 性 (pH=2.9) OG 
泉 が あつ て , その 流 路 に 生育 し て いる 和敬 苔 類 の 根元 を 交代 し て 福 鉄 鉄 に よく 似 た も の が で 
きつ つ ぁ る の が み ら れ , これ は 見 掛 上 , 含水 酸化 鉄 と お も われ た が , じつは 非 品質 の ぁ る 
種 の 塩基 性 硫酸 鉄 で ある 。 こ の 事 に つい て は 別に 報告 し た ので, ここ で は お る も に 補 鉄 鉄 
RGD PMA MZ QW CHET Bo 


* 地下 資源 関係 学 協会 合同 秋季 大 会 に て 講演 (昭和 304 108 238, 於 京都 大 学 ) 
秋田 県 雄 舌 郡山 伏 岳 周辺 の 鉱床 群 (第 二 報 ) 
** 秋 田 大 学 久 山 学部 地下 資源 開発 研究 所 
1) 南部 松 夫 : 東北 大 選 研 薬 報 11, 1, 1955 
南部 松 夫 : Shas 2, 4, 1955 
福 尾 券 一 : 鉱物 誌 2, 4, 1955 
J. L. Kulp & A. B. Trites: Am. Min., 36, 1.& 2, 1951 
2) ACFAMBAR : 秋田 大 鉄山 学部 地 研 報告 13, 1955 
3) AAW : 鉄山 地質 (印刷 中 ) 


66 ARBOBR* SH 


2 tt ik の 概要 


SEHR HAGE LEKI BR UF BENC BD. 鉱床 は UCR & 福 鉄 鉄 の 鉱床 で あ 
Bo BL Geek PRUE 本 邦 に 例 の 多い BEB SK PRC PES RE BULA 5 7 0; ACB 
JtVerh, 蛋白 石化 作用 , BRSIEVER, 陶土 化 作用 な どの 変質 作用 を あたえ て いる 。 SKA 
は 変質 し て HERR OTB GNC RAL 黒色 の 土 状 鉄 が 多い 。 この 硫化 鉄 鉄 は 一 時 
開発 が 計画 され て 探鉱 琉 道 も 若 王 掘ら れ た が , MSR PSH, その 詳細 は 不明 で ある 。 

神 鉄 鉄 々 床 は 硫化 鉄 然 々 床 に すぐ 隣接 し て 農 存 する も の で , 成因 的 に は , 硫化 鉄 鉄 の 生 
成 後 , 傾 健 地 の 上 部 に 澤 出し た FRG ら 5 化学 的 乃 友 生物 化学 的 に YOR re KR KR 
が 含水 酸化 鉄 然 に 変化 し て 神 鉄 鉄 々 床 を つく つた も の で あり , みな も と の 含 鉄 鉱泉 は 現 
FED % OAD HHL TC HBA CHO LBA SNS 6 福 鉄 鉄 は 一 般 に GEIR 
が が 含 鉄 鉄 泉 の 流 路 が 時 と と も に 変化 し た た め , その 堆積 関係 は 単純 な も の で は な い 。 

鉄 石 の 生産 量 は 現在 , 月 平均 2000 tom で ある 。 


3 BBMABOBMRL ERK 


視 鉄 鉄 々 石 は つぎ の よ ょ うな 種類 に 大 別 さ れ , 種々 様々 の 産 状 を し めす 。 

coal ohh 監 く て 統 密 な 黒神 色 の 塊 鉄 で これ が BHOMAERICLT 7 PURE 
な し た り , & DEAL RBAORH FIRB CHRERER LED, また は , TF, 
ナラ な どの 高等 植物 の 葉 片 や 茎 , ある い は , 区 苔 類 を 交代 し て その 仮 像 を な し た り し て 
Wo : 

TEM RRO [RABSI EXNBIANEHRAOLKDAT HOKORERE 
な する もの は みあ た ら な い 。 量 も 多く な い 。 

ReMi BBA L REOLRDR, これ に る も 植物 体 の 仮 像 は な みな られ な い 。: KR 
土 に 近い 部 分 に 多く , 表土 に 清和 務 し て いる こと が 多い 。 

この 三種 の 鉱石 の 分 布 , 産 状 に は , は つき り し た 規則 性 が な い ば か り で な く , か な り 複 雑 
な 相互 関係 を し めす 部 分 も ある が , お お むね , 福 色 塊 鉄 は 下部 に , 赤色 粉 鉄 は 中 部 に 黄色 
MBL LACB rg 


4 SERBCLAO RY il wR 

i) Bw 

EH ORBBAM BLU XU ORD 5 LC OGLE ORME HREK TH So 

示 差 熱 曲 線 ( 第 1 図 A, 風 乾 試料 0.3 gr. 使用 , 温度 上 昇 率 1 分 10°C) で は , 130°C と 
300°C に 大 き な 吸 熱 反 応 を し めし , 前 者 は 吸着 水 の 脱 出 に , 後者 は 結晶 水 の 脱 出 に よる る も 
DC, HAV Zr STEREO PURE LDL TWBo 

XR Ml Hf HR (Norelco Nig mprateesie, Fe Ka, no filter, scanning speed 
2°(20)/min., 4—1—4, 1°—0.006”—1°, 35KV, 9mA) は 第 1 表 に し めじ た よう に 針 
鉄 鉄 の 廻 折線 の み を あたえ て いる 。 

ii) BML 

赤色 粉 鉄 は 色 が 特徴 的 で あり , EHEOMMAAY HODHICAZLMMS, ZY 
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モリ ョ ヨン HG, と - ク リス ド ベ バシ ル 石 , 第 1 表 OE SARKO X ART RR 
< * f - 
石英 , リン タイ 石 , TORE, Bt aA) : peas 
鉄 鉄 か ら な る も の で あぁ る 。 : 
4.62 37 br. 8 
示 差 熱 曲 線 ( 第 1 LC, 条件 ま ees eet Be is 
ALTA) Giz 160°C, 280°C, ae 59 br. G 
alee e ee : 582 38 br. G 
530°C, 575°C, 650°C に それ ぞ Be 55 a @ 
RAIS, 970°C に 小さ い 発 2.259) 31 br. G 
FU SAS この 53 2:204 31 br. 
ora られ る 。 この う 2 184 31 a G 
%, 160°C の ピー ク は 吸着 水 ; 1.729 46 v.br. G 
SIS*C OE 7B O50, eT add 1S TS Fee OMT 
NE NS Raa ee 2. Gis Bteee ows 
ン 石 に それ ぞ れ 原因 する も の で 3. 得 ら れ た ぶ 線 廻 折線 か ら 鉄 物 を 推定 する 場 
ある 。 280°C の ビー ク は 針 鉄 鉄 RNR タ に よ つ た 。 以下 同 
= = < で ある 。 
の それ に 拓 似 する の で ある が , 他 : G.W.Brindley#j : X-ray identification 
DR, 黄色 粉 鉄 る の に くら and crystal structure of clay minerals 
Cr Rh a (uke) (1953) 
= 2. x z Z| a 7a 4 
SC RE 久保 交 一 郎 ・ 加 藤 誠 軌 編 : X 線 廻 折 に よる 
の SRMET RAS わか る よう に NEAT (1955) 
FEL UCL, REM O MPT RR 
Piet) : pce が 強く 出 て いる こと か ら 針 鉄 久 
OS 35 v.br M DEM 少 い こと と PAN ARE 
ao. ge | ORG GKO Fete S Btw ie Her 
4.26 43 eS Q 934N さ が つる な だ の で あう る 3 は 
che oe o | た , REE RT IDNA, AOR 
4. sn. a 
4.06 48 sh. % の 存在 に よる 。 
3.82 25 sh. x Wg (Norelco Xxpaiay 
oe ae Sh Letare) _. SRAMATER(Noteleo Xepaaar 
3.35 100 v.sh. Q 計数 装置 , 条件 まえ と 同じ ) は 第 
2.714 39 br. H 2 表 に し じ め し た よう に , モン モリ 
sas op ey Nyaa BH. マー クリ TO 
me an ee る の 417, SRB, NRE 
70 26 Vv = H の 各 廻 折線 を あたえ て いる 。 


#1. Q(8) は d=3.34 に 対す る FeKg omy ‘ttt) RBM 
2. M=*4ve)3vH Q=HH C=e-7) DED RABAT, X PTR 
AbrxvA T=VV71G HEAR, OFF Ric ko, _OMAILE 
C= CHEE > SHEET Bo と 石英 と か ら な る も の で ある 。 
REPELS B, 条件 まえ と 同じ ). は 補色 塊 鉄 の 場合 ど ABA a, 300°C om 


* これ は 南部 松 夫 氏 (AH, 東北 大 選 研 葉 報 ) の 加水 赤 鉄 鉄 の よう な も の で あぁ る か る も | 
れ ぬ 。 こ の 点 の 細 味 は まだ お ね こなつ て いな い 。 
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BBR MDER SS we 


熱 反 応 に ひき つづ いて 小さ い 発 熱 反 座 が み ら れ る 点 で 異 る *。 
第 3 表 黄色 粉 鉄 の X 線 廻 折線 


一 般 に 含水 酸化 鉄 鉄 の 示 差 熱 


d(Ay ef salen we 曲線 で , 300°C の 吸熱 反応 に ひき 
4.72 Et RR 
I 100 br. 8 WNC EDT 生じ た FARM Fae 
2714 58 2 & - ( 叉 は 低 結 品 度 ) で ある 場合 , 
OS oe br. G これ が 結晶 質 ( 叉 は 高 結晶 度 ) に 
2.461 85 br @ ts : 
2.957 32 br. Gea Ee 0 
2.199 27 br. iE いま の 場合 も , RADROK 
2.178 27 br. 
1.729 42 fry G SRL Ha ROB k Y Aan 


Oa Dee eee AE PY ae ee oe RS 


21. は d=4.15 に 対す る FeKg OGTR が 生じ た も の で ある 。 
2. Q=BR, GH ERR HM MK 


X 線 廻 折線 (Norelco X $a 


折 計 数 装置 , 条件 まえ と 同じ ) は 第 3 表 に し めし た よう に , 針 鉄 鉄 の 他 に 石英 の 廻 折線 を 


bre NO 


C 
D 


#18 Rm #2 AD i HH mK 


: Fee, «=— BS: BRAG, 320°C 附近 の 発熱 反応 に 注意 
: 赤色 粉 讐 , D に 類似 し て いる こと が 分 る 
SAH, Es PARE RRL > dS SR OROA 


* 別 の 未 差 熱 分 析 装 置 を 用 いて 追試 を 行 つ た が 同じ よう な 発 熟 反 遍 を えた 
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5 m & 8 

鉄 床 の 概要 の 項 で ふれ た よう に , 本 鉄山 の 福 鉄 鉄 々 床 は , BRR YI L TAU? 
も の で ある 。 福 色 塊 鉄 と 黄色 粉 鉄 は 含水 酸化 鉄 鉄 の うち , 針 鉄 鉄 を 組成 鉄 物 と する も の 
で , この 点 に 関し て は 別に 問題 は な い 。 

PEAWMMELNICKL, その 鉱物 内 容 が 複雑 な 上 , 鉄 鉄 物 と し て は , 赤 鉄 鉄 を 主として ・ 
いる 。 そ の 原因 は , COMRICHMBUCKIL COS AEOFER HOT, COREE, 産 
状 分 布 か ら 大 山 灰 の 変質 し た も の と 考え られ る も の で , CORMMMEBA4L, REM 
鉄 に よく 似 て いる 。 し た が つて 赤色 粉 鉄 の 生成 時 に は , CGRRD 6b SKBLRE OPERAS 
行わ れ て いる と 同時 に , KIWKROME RSD CMBAIBS LIAL EMBASLNSS また, 
この よう に し て 赤色 粉 鉄 六 生成 し た た め 、, 含水 酸化 鉄 る 福 色 塊 鍼 な どの 場合 と 異 つ た 条件 
下 に お か れ た の で , HREOC PREAACR OCHA 0 

AGHLORZAE (BIND, 条件 まえ と 同じ ) を みる と , 赤色 粉 鉄 の それ に 非常 
に 似 て お り , 両者 の 鉄 物 組 成 が 類似 し て いる こと が わか る 。 

XRG HR (Norelco XpRHH 第 4 表 AGHLO X MMT 

_ 2828 E, CuKe, Ni-filter, 


A 
scanning speed 1°(2@)/min., dt) : see 
160.84. 1°—0.006”—1°, seus 7 v.br M 
3 9.90 6 br K 
35KV, 15mA) は 第 4 表 に し め 7.10 3 v.br K 
Re 4.46 8 br M 
levee 3 BS 2 SRD O Hi HR 4.30 29 ee T 
を あたえ て いる が , リ iA Ae 4.25 24 we ©) 
Bee, C-FYAPRNVAREOD 4.08 100 ” W 
4.04 57 2 @ 
麺 折線 が 強く 出 て お り , ADR 3.80 17 2 - 
の 組成 鉱物 と 共通 し た も の が 多 3.33 69 tb Q 
on 3.24 7 br Tr 
DEC GLP CA SNS BR ae ‘ 3 
の 流 路 に AB LOSES & 2.840 6 v.br C 
oer bs 2.563 4 br M 
交代 し て , BRA Le & D ae 5 
が で きつ つっ あぁ あぁ ある こと は 既に FIR 2.455 6 7 Q 
72EMIDY OILED, RE 2.303 4 “4 a 
し た が この も の は 化学 分 析 oe ss f 1 
BST (Go 1 ALE) な どの 結果 に 2.125 6 2 Q 
よる と , 単 な る 含水 酸化 鉄 で は な 2.044 4 v. br G 
es 1.977 4 br Q 
く , 非 品質 の あ る 種 の 塩基 性 硫酸 1.817 8 ey O 
BCH UNE R (MmBR 1.672 8 2 Q 
深 液 ) か ら 含水 酸化 鉄 の で きる 過 1.540 7 i Q 
EC, PNA AUD Ca SM AUEB Tee oe eae, 0 
酸 鉄 が BSc kot 固定 され 
の で ある 6 26]. M=2yv4uavAq K=44t) vo 
Te) ait Q=B® CHe-7 Vay 
1) Sclenostoma pallidum NVA OA MA RE 


(Steph.) (= Jungermannior pallida Steph.) geet OR hee LCP S O72 秋田 大 学 学芸 
SRR EEC AFL L EW る 。 


A 
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現在 , GREE L CHAR L CV SEGUE, WAWAOMMRERRL TE ORES 
な する も の が あり , な か に は SSWMORAOADS %SWwiwS “moss limonite” % 4 
い が , 舗 物 学 的 に は 針 鉄 鉱 を 組成 久 物 と し て いる 。 上 に 述べ た 事実 か ら , FCB ER 
右 に な つて 了 つ た “moss limonite” も 生成 当時 は , 上 述 の よう な 塩基 性 硫酸 鉄 の 形 を 
一 度 と り , それ が 長年 月 の 間 に 含水 酸 化 鉄鉱 に 変っ た も の と 老 え られ る 。 


6 結 i=] 


BEM UOBRE? AIMED DBO, REWR RAMMICSAUTS=O2 
BCE, 赤色 粉 鉄 を の ぞ く と , いづ れる ゃ も 鉄 物 学 的 に は , 針 鉄 鉄 か ら な る も の で ある 。 こ れ 
に 反し , RABMO AIL, 特徴 的 な 鮮 赤色 と ; 複雑 な 鉱物 組成 を し めし , PALM Y StPRSK 
で な く 赤 鉄 鉄 が 主体 を な す の で ある が , これ は 含水 酸化 鉄 鉄 の 生成 時 に , 火山 灰 の 降下 が 
あっ た た め に お こつ た 現象 で ある と 考え られ る 。 

また 鉄山 内 で み ら れ る 和 故 苔 類 を 交代 し て 生じ つつ あぁ る 神 鉄 鉄 類似 の も の は 含水 酸化 鉄 
SAMO 中 間 生 成 物 で ある REO 塩基 性 硫酸 鉄 が 群 苔 類 に よ つ て 固定 され た も の で あ 
り , すでに 鉱石 化し て いる “moss limonite” }, いもち どこ の よう な 形 を と つた 事 が 推 
定 さ きれ る 。 


この 研究 に あたり 東京 大 学 渡辺 武男 教授 , 東京 教育 大 学 ARSE, 京北 大 学 選 研 


南部 松 夫 助教 授 , 名 古屋 大 学 長沢 敬之 助 助 教授 , MARU, 石原 産業 株 式 会 社 阿部 
BRB LU 秋田 大 学 鉱山 学部 の 関係 各位 か ら は 実験 上 の 御 指 導 , BRERA. Lo ま 
た 本 稿 は 秋田 大 学 鉱 山 学部 加賀 谷 文 治郎 教授 , 加納 博 助 教授 に 校 関し て 項 い た 。 以 上 の 
か た が た に 厚く BALE RULED RACH So 研究 に 要 し た 費 用 の 一 部 に は KSEE 
習 究 助成 金 を 用 いた 。 


日 高 国 目黒 地方 に み ら 泌 る 電 終 岩 に つい て * 
On the diabase at the Meguro district, Hidaka Province, Hokkaido 


De WA > -B. - ze {Yono -sotozaki)** 


Abstract: There is a distinct difference in the distribution of the 
igneous rocks between the western and the eastern part of the Hidaka 
metamorphic zone. The peridotites and gabbroic rocks are widely 
distributed in the western part. The granites mainly occur in the eastern 
part. 

Meguro district is situated in the south-eastern part of the Hidaka 
Mountains. From. petrological features, metamorphic zone of this 
district can be classified into the following six zones. 1. hornfels, 2. 


* 1955 年 5 月 , 日 本 地質 学会 北海 道 支 部 例会 に て 講演 
** 北海 道 学芸 大 学 函 分 校 地 学 教 蜜 
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schistose hornfels, 3. banded gneiss, 4. cordierite migmatite, 5. gneissose 
migmatite, 6. granitic migmatite. These metamorphic rocks and mig- 
matites are intruded by dikes of basic igneous rocks, such as diabase, 
dioritic gabbro, hornblende gabbro and amphibolite. It seems probable 
that the above-mentioned basic plutonic complexes and the basic dikes 
are geneticaly related. The diabases which occur as minor dikes (2~3m. 
in average width) are more abundant than the other dike rocks. 

The diabase may furnish clues that will suggest further data 
necessary to solve a problem of the mutural relation between the 
migmatites and the basic igneous complexes. In the present paper, 
the writer have described the mode of occurrences and the microscopical 
features on the diabases. Some considerations on the distribution, 
alteration and intrusion of the diabases are given. 


Shae SS 

日 高 変成 帯 に は , その 西側 に 細 な が く ぐ つ づく 塩基 性 火成岩 が みち られ る 。 し か し , Bey 
の 主体 で ある ミグ マタ イト を は さん で , RMN, この よう な 塩基 性 岩石 は 殆ど な く , 花 論 
岩 類 が お も な 痢 入 岩 体 と し て 分 布 し て いる 。 こ の よう に 山脈 の 中 軸 を さか い に , 東西 の 地 
域 で は , 大 成 岩 類 の 分 布 の うえ に , 明らか な ちがい の ある こと が , 舟橋 三男 ・ 橋 本 誠二 
に よっ つて , 早く か ら 述 べら れ て いる 。 
目黒 (AER) WHI, この 変成 碧南 端 部 に あたり , その 東側 に 位置 する 。 こ の 地域 
に は , 西側 に みち られ る よう な 大 規模 な 塩基 性 火成岩 は な い が , BK MOB GEIST: S 
と ころ に 認め ちら れる 。 WE, この 種 の 岩 脈 類 の 性 質 や 活動 時 期 が , 西側 の 基 性 火成岩 体 の 
それ と , 直接 に 対比 で きる 資料 に と ば し い が , 成因 的 に は , 密接 に 関連 し た も の と 考え ら 
れる 。 HOT, 今後 , ミグ マタ イト 類 と 塩基 性 火成岩 類 と の 相互 関係 一 と くに 時 期 的 な 
問題 一 を 明らか に し て いく た め に は , この 種 の 岩 脈 類 を 注意 する こと る も , 基礎 的 な ー つ の 
資料 に な る と 思わ れる の で , ここ に , その 概要 を し る す 次 第 で ある 。 


1 岩 療 分 布 と その 性 状 


目黒 地方 は , 第 1 図 に 示し た よ ょ うに, 変成 岩 類 及び ミグ マタ イト 類 が , 主 な 岩 帯 と し て 
SAG Zo LOBE, 東側 か ら 西側 に むか が かつて, ホルン フェ ルス (4~6km), 片 状 ホル 
ン フ ェ ル ス (400~700m) RIRH Pea (200~5000m), 曹 青 石 ミグ マタ イト , HRS 
グマ タイ ィ イト (0.5~1km), 花 賠 岩 質 ミ グマ タイ ト (1~1.5km) な ど に 分 帯 す る こと が で き 
る 。 こ れ ら の 各 岩 帯 は , その 片 理 面 の 走向 が , ほほ, NW-SE で , NE に 40°~50° Of 
斜 を 示し , 帯状 に 配列 し て いる 。 

ホル ン フ ェ ル ス ; 片 状 ホル ン フ ェ ルス お よび 貫 状 片 麻 岩 の 岩 帯 の 聞 に は , 明らか な 境界 


1) 再 橋 三男 , 橋本 誠二 ; 民 科 地 団 研 専 報 , 6, 1~38, 1951 

2) BERS, いずれ る ERMA LLC, 交 緑 岩 の よ うな 岩石 を も つこ と が , 橋 
本 誠二 (地質 , 57, 1951) に よ つ て 述べ られ て いる 。 ま た , KHE— (RRA AMR 
研究 報告 , 3, 173~180, 1954) は , 本 地域 の 交 緑 岩 に 類似 し た 岩石 を , 転石 と し て , 


幌 満 地方 に 発見 し て いる 。 
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1M ARMA AON SHREMROD A 


LHR | QS IV OAT Ue eon ORR ern ee . SORA RE 
peed ae 6. FREER TT 4} Ree ae 
イト 8. fem 9. HEIR 10. BBS 11. 層 

a BB. RM pvaAnD C.K He D. BB ELE ワラ ビ ダ イ ィ 


Es GC. 紀念 橋 FH. 紀念 沢 1. RR ZUR 
en CN RR 
締 状 片 麻 岩 と 類似 し て いる が , 構造 的 に は , 昔 青 石 ミ グマ タイ ト 帯 中 に 位置 し て お り , か 
つ , ERA, 曹 青 石 の 大 型 竹 状 変 卓 が 形成 され て いる 特異 な 岩 帯 で ある 。 革 青 石 ミ グマ タ 
イト は , 山脈 中 軸 の 主体 を 構成 し て お り , 緒 状 片 麻 岩 帯 , 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ ィ イト 帯 と は , 
PIAL CWS. 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト は , 華 青 石 ミ グマ タイ ト 帯 の な か に 分 布 し て お り , 
ARAWBLUBHAS TSI 4 pL Ie, 光 入 的 な 関係 で ある 。 

以上 に 述べ た 各 岩 帯 に は , 岩 脈 状 な いし は 岩 床 状 に , Have, Plae Beige, feBoze 
煽 岩 ね お よび 角 隊 岩 な ど が 認め ちら れる 。 
248 & = の # R 
Co Chis MT AOL, か つて , 本 地域 を 調査 され た 大 平安 ! が diopside quartz 


1) 大 平安 ; 地質 , 33, 347~354, 1926 


Ut 


SE 
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diorite と 記載 し た 岩 脈 に 相当 し て いる 。 RHODA, 第 1 図 に 示し た よう に , ホル 
472 Ate, ROR eet BLO RB ST TI 1 RV OSL AMSENSS し 
か し , ミグ マタ イト 帯 に は , HD CHC 現在 , TERRES 774} HORSE HRI, 
エ 上 林 だ け 見 い だ し た が , 攻 青 石 ミ グマ タイ ト 中 に は , いま だ 発見 し て いな い 。 また, ホル 
ンプ フェルス 帯 や 片 麻 岩 帯 の な か で も , その 分 布 は る る 特定 の 位置 に と くに 密集 する 傾向 
が あぁ る 。 例え ば , AROMBE Be hy RraEMMOSWT, 約 5km OFM, 
12 本 の 岩 脈 が あり , また , 豊 似 橋 か ら 150m LYM HEC, 約 50m 範囲 に 8 本 OK 
脈 が 平行 し て 観察 され る 。 : 

Himeentk, ホル ン フ フェルス, HARROD 片 理 構造 を 鋭角 に きつ て いて (第 6 図 の 2), そ 
れ ら と 岩 脈 の 境界 が 不明 上 豚 に な つて いた り , 潤 移 する よう な こと は 見 い だ さ れ な い 。 BAR 
の 形 は , 不 規則 の こと が 多く , な か に は , 岩 体 の 周縁 に 貴 5~10cm の 枝 脈 (branching 
dike) を 伴う こと が あぁ ある (第 2 図 )。 HCH ZAR, 殆 ん ど 認め られ な 
Se RH Eg 28 HERE (D) DBL EORDD ホル ン ァ 
ia CHG ZlOcm ARAN, FEC, _ VO (H) SEES 
BVBRRALNS> この 部 分 
は , 所 々 に 黒白 の 締 状 模様 が で 
STO よう よさ こる は 
普通 の ホル ン フ フェルス より も , は 
る か に 綴 密 に な つて いて , BEC 
は , -—M TBARS (flinty 
crushed rock) }\3wZ4 2A 
EE 

fete lx, 幅 1m に 了 広 た ぬ も の 
か ら , 10m 前 後 の も の まで , 種々 - = 
の 大 いさ で ある が , 概して 幅 2~ 
8 の 岩 体 が 導く OC し で の 
導入 方 向 は , ほぼ 南北 を 示し て い 
Bo これ ら の 岩 脈 の ある も の は , 
ED fA L PIC, 粒度 や 色調 の ’ aa 
ちがい が 著しく , 極端 な 場合 に は , 岩 体 周縁 部 より 5cm 範囲 は , 一 様 に 細 粒 , 黒 灰 色 に 
な つて で いて 一見) ホル ヤン フル ス と 類似 てい る が 岩 体 の 内 部 は ど , HAI OCH 
色調 が 濃く な つて いる 。 ま た , 幅 Sm の 岩 脈 は , 岩 体 周縁 部 に 幅 1m の 優 白 岩 を か な り の 
長 さ に 伴う こと が ある 。 

輝 緑 岩 の な か に は , 幅 lm に 近い 不 規則 な 形 を し た ホル ン フ ェ ル ス 塊 が , し ば し ば , ¥ 

クリ ス 状 に 包み こま れ て いる 。 そ し て , COBAIN, 堆積 の 葉 理 が の こつ て お り , その 


£02 5 


1) DE. 締 状 片 床 岩 帯 と 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ ト 帯 を , 一 括 し て , WBE ECE 
(KadiSo 。 

2) この こと は , 大 平安 (地質 , 41, 660~680, 1934) も 観察 し て いて , MHRA BH 
より 9 な る 美しい 英 字 状 甘 生 が で & き で いる ご と を 記載 し て いる 5 
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走向 ,, (RI, 周囲 の ホル シン フェ ルス 帯 の それ と 一 致し て いる (第 2 図 )。 なお, BBIII 
MOLD, 約 5kmm 上 流 の ワラビ ダ イィ で は , アプ ライ ト 質 ミグ マタ イト りり と 接し て 交 緑 岩 
が み ら れ る が , この 岩 脈 に は , ミグ マタ イト 片 が 皇 獲 され て いる 。 その他, Aika 
び 花 賠 岩 質 ミ グマ タイ ト 中 の 輝 緑 岩 は , 片 麻 岩 片 を 捕獲 し て いた だ たり , S794 ROR 
長石 (3.8 x 3.4mm) を , 挿 獲 結 晶 と し て と りこ ん で いる (第 7 図 の 3), 

3 @& 岩 の 岩 質 

HERVE, 流 状 構 造 が な い 灰 緑色 , 細 北 塊状 の 均質 岩 が 多い が , な か に は , BETES 
る も の な ど が ある 。 鏡 下 で は , 粒度 や 色調 の 違い が ある に る も 拘ら ず , KRDO Beals, 
オフ ィ ティ ッ ク 構 造 を 示し て いる 。 そ の 鉱物 組成 お よび 夷 状 組織 の 有無 な ど に 基 ず いて , 
次 の よう な 型 を 区 別 す る こと が で きる 。 

I 型 : 角 関 石 の 中 心 部 に 輝石 の 残 品 を と ど め て いる もの, 1I 型 : PAOBERALHM 
OO, Til: I 型 の 関係 を 有 し , か つ , 麗 状 組織 を 示す も の , IVA: 工 型 の 関係 を 有する 
が , FI VVEBBSENTHZ BORE CH So SHOR OW CRIES So 

I 型 : BS OF RRB A COMICRL CWS. 岩石 は , PRIAMMOMRAC, 緑色 を お 
びている 。 Et 鉄 物 は , WE~ REO SILA e MIE VINE NRADSE 
0, 副 成 分 と し て , 方 解 石 * 石 英 お よび 鉄鉱 石 な ど が あぁ る (第 6 図 3). MA BANE 
E> BNA POEICHA eV AINVBRASNSM, それ ら の 問 に は , corona structure - 
が 観察 され る 。 そ の 形 は , 色々 に 分 けら れる が , EHI1 TE BMA SO, 細 
MBCA SNS THAN AIL de CS, その 中 心 部 に は 普通 輝石 の 性 質 を と ど め る 
こと が 多く , これ ら の 鉄 物 の 間 に は , 輝石 っ > 神 色 角 関 石 (も し く は 緑色 角 関 石 ) > ウラ ル 
右 の 変質 経路 を 伺う こと が で きる 。 , 

Ti! : COMO lt, Hd CC TEMBER S7TV IVb EBC 0, BLUR 
BAIRD FORA PRS XR 10m OBR, CNKRLCWOS BAI MHA, BE 
色 か ら 灰 色 を 示し て いる 。 ERIN BEABNA* SRADSRN, DEOGE, カリ 
長石 "ウラ ル 石 お よび チタ ナイ ト が 伴う 。 あ る 岩 脈 は , BAB AMER R~ SPER 
を 示し て いて , ARAL LAMA AIR, 274 ティ ッ ク に は な つて いな い 。 

TITRE: この 型 は , 幅 の せま い 小 規模 な 輝 緑 岩 で , ERATE, EOE CH So BE 
mls, HRA VIVA, 輝石 か ら な る 。 こ れ ら の 竹 品 鉱 物 の 周縁 に は , PACA, 
ARAL Hi, それ ら を 取 券 く よ う な 形 に 配列 され て いる 。 SEROMA CK 
な 結晶 で は , 1.8x 0.4mm に 達する も の な ど が ある (第 6 図 の 4)。 右 基 中 の 斜 長 右 と 斑 品 
DMR CCL, 成分 の 変化 が な く , ほな An 523) で ある 。 , 

IV 型 : 交 緑 岩 中 に み ら れ る 普通 輝 石 の 大 部 分 は , うす い REERL TSM, ここ に 
述べ る 型 は , その 色調 が と くに 濃く , REPBULF IV RAESEVLOCHS, HH, 
緑色 の 濃い 岩石 で , 典型 的 な オフ ォ ティッ THEE EST SW, BSAC SL, BOR 
MCAT IIKRS FIV MAO BMS, 夷 唱 と し て 現われ る より る も, 右 基 を ろく る 
POTD, より 濃い 紫色 を 示し が ち で あぁ る 。 


1) ミグ マタ イト 化 作 用 の 末期 の 形成 で ある 。 
2) この カリ 長石 は , 捕獲 結晶 な の か , ある い は , その 他 の 原因 に よる も の か は 不明 で 
ある 。 
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第 3 図 HE 7g (Py) と 福 色 角 関大 (Br. H) と の 関係 


Gr. 本 : 緑色 角 関 石 Ur : ウラ ル 石 Bi: Bee Mt : aera 


構成 鉱物 の 旗 載 MRAORMARIS, 1 表 に あげ る 。 Wil, Babe Best 
に 認め られ る 。 智 柱状 を な し じ し , うす い RKREERULCWH So (+) 2V=50°~56°) cAZ= 
35°~56° (100) を 双 上 唱 面 と する 柚 片 型 双 唱 を な す 。 BW KEOMA, (+)2V=48°~ 
50°, cA\Z=35°~48°, X- 灰 色 , Y- 淡 礼 灰 色 , Z-HBRELEL, FIG Bban 
Bo VIVA, 一 般 に 淡 緑色 , 不 規 則 な 形 を 有する 。 し ば し ば , 殆 品 状 と な っ て いて , 
それ ら に は , 交 石 や 角 了 図 石 の 仮 像 と 思え る 外形 を も つも の が ある 。 普通 角 図 石 は , 柱状 結 
晶 を 示し , (一 )2V=84°? へ ~87°, CAZ=10°~ 12°, X-B~ BeBe, Ve, Z- 帯 
緑 福 時 赤褐色 で ある 。 濃い 福 色 を 示す る の は , バー ケ ヴ ィ カイ ト 質 角 了 関 石 と 思わ れる 。 
FARGO Hoek, 小品 ( 針 状 結晶 を 除く ) で も , 煙 石 や ウラ ル 石 が 認め られ る 。 BE 
CREDA, 一 般 に 少 移 し て いる が , まれ に , C 軸 を 共通 軸 と する 平行 連 品 を な す 
こと が ある 。 ARAL 自 形 性 の つっ よい 指 子 木 状 結晶 を な し , RA PHP AICIBAT So 
が 多い 。 そ の 成分 は , 各々 の 型 に よる 変化 が な く , An 37~54 で ぁ る 。 大 きい 結 品 で な は, 
操 帯 構造 を な し て いる 。 Minlk, 結 品 の 大 き さ に か か わり な く , 極 く 普通 に み ら れ , その 
型式 は , AKER? の いう , 複雑 双 品 が 多い が , BAR IMCLAV. JOKHRBO 
ある る の は , 光学 的 方 位 が もち が つて いて , 小品 の 合体 を 思わ せる mottled appearance 
を 示す こと が ある 。 


1) 光 還 角 は , すべ て 木崎 甲子 郎 氏 の 測定 に よる 。 
2) 生来 正夫 ; HWE, 56, 441~443, 1950 
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S| wpa | 7 | A) 2 | A) SF 鉄 
通 7 ye y eh eo a 
ma re 8) S| yp Fx E 7 解 | Gk | 型 7a ing 
Ay aah Cals Chee) ee Le sed g 
132.8] | 6.1 8 946.0 “1°0.5| 1-81 13.9) 1 iawere  & 
2) 2.7|  |27.0 4.60.7} | 3.9) 0.3) | 0.6) | ” 
312.3| |3.4| 0.813.0|l64.4| 0.4| 1.6 0.2| 0.7) 3.2) | ” 
4 4.1 0.6|25.6| 3.2/64.0| | 0:8 0.3| 0.5] 1,1] J | ” 
5 1.3; (23.3 5,068.7 0.2| 1.5] | | ” 
6 26.3 7.4163.6| 1.2| 0.5) 0.7) | 0.3) J ” 
7 28.6 7.2|63.4| 0.1 0.4, | 03! ” 
8 41.9 54.7 3.0 0.4, J | RR 
9 26.6, | 4.0163.5} | 0.8) | 4.0] 1.1] ” 
10 34.4 | 4.3/58.3| | 2.1) 0.9) 1 | TEREST 74} 
1119.7) 11.5] |14.2/51.8 i: 1.7) 1 | RRS 
Toki te 7150.4 8.3/40.5] | 0.2 0.6) Il ” 
13} | 21.5) |27.8/49.3 0.4 1.0) TT | 2 
14, [14.6] A ZT A520 2.5 0.3 0.8) 3.3) V.| zxvy ze vx 
15} 116.1] 0.6|  /24.8154.8 1.2) 0.3 2.2) V a 
16, 13.4) 5.9) —-|24.6150.6| 02 1.7] 0.31 3.3 WV | ARBRE 
17| |12.6, 5.5| |13.9164.4) |0:9| 0.6] 0.2) 1.9) WV | ” 


1 mm 


Pit @ FH: fhe U:v7re O: RRE 


WEES ARO PARR CBRE OVT GEO HR & RL, MRO S GIS 
べた よう に , 粒度 や 色調 に 明らか な ちがい の ある ふも の が 認め られ る 。 M4 Mit, 幅 83m の 
岩 体 か ら 得 た 検 鏡 図 で あり , A は 岩 体 の 中 核 部 , Bis Alike lcm AM, C は 周縁 の 部 
分 で ある 。 中 核 部 と 周縁 部 を 通じ て , オフ ィ ティ ッ ク 構 造 を 示し , 角 関 石 の 色調 , 形 お ょ 
URRAO MANE, 変化 が 認め られ な い 。 それ ら の 鉄 物 容 量 比 は , 第 2 表 に 示す 。 中 核 
部 と 周縁 部 の 主 な 特徴 は , 次 の 通り CHA, 


RES : 1. ARO EIS 第 2 R 
は, HAORGBLUY ZAR ーー ーー | 
比較 的 多く 認め ちら れる 。2. 有色 


B | Cc 
鉱物 に つい て は , オ パサ イト 化 が 普通 輝石 8.0% 0.2% 1239, 


ZL 3. BE PEE (2 mEBKNA | 23.3 38.2 50.3 
% 12 3x 2.6mm) AHaRese ee bv WP ae 75 17.3 De 5.8 
て と りこ まれ て いる 。 S 2G 48.5 58.6 41.2 

wp Vass 75; 0.5 12 


周縁 部 : 1. FER PV ING 
は , 斑 品 と し て み ら れ る が , 石 基 .~ 
中 に は , 煙 石 が 比較 的 少 く 角 関 石 が 多く な つて いる 。2. 溜 状 に カリ 長石 が み ら れ る 。 
BRSICEIBAS Mi, BKRAOBAC, 徴 関 緑 岩 と も いえ る 岩 質 を 示し て いる 。 
SEP CL, ARETE ST EMM, ARG77.2%), 石英 (14.894), GyeG(5.6%) 
, PRA(24%) か ら な り , 一 成分 と し て , ザク ロ 石 * 緑 れん 大 な ど が ある 。 HEA, 
平均 1 x0.4mm の 自 形 性 の つよ い 拍 子 木 状 結晶 で ある 。An 34~48 を 示し , か つ , RH 
構造 , 双 品 構造 は , 共に よく 発達 し て いる 。 双 卓 は , 240 OPRALAN EM, 無双 
H—-8%, 論 片 双 上 品 一 32%, カル ルス バッ , ド 式 双 上 品 一 13%, 複雑 到 唱 --47% の 割合 で あ 
つた ずり 。 石英 は , SRAOMREARL CH), 波動 消 光 が 著 る し い 。 HRAL HEED 
接する と ころ は , 局部 的 に ミル メカ イト 状 の 構造 で で き て いる 。 緑 泥 石 は , — IC AREA 
な 形 を 示し , その あぁ る も の は , 人 銀 長 石 の 周縁 を 包む 形 に な つて いる 。 


4 @BSBPORBRBBLUBREBAR 

VERE Om aicla, 多く の 捕獲 岩 を も つ 岩 脈 が し られ た 。 そ の 1 例 は , 波留 トン ネル か 
ら 南 に , 約 2.5km OU CHBSNGc BAIL BVY 72 VA, 石灰質 団 球 お よび 糧 
HROTMERBEARERDS. (OVBSIL. IE 3 店 で ある が , CNB OPEL, 比較 
的 岩 体 周 縁 部 より も る , むし ろ 中 心 部 に 多く , その 分 布 は , MANET ZI BSS 

花 訪 岩 質 搬 織 岩 花 険 岩 質 皇 獲 内 は , 捕獲 岩 の な か で も , も つと る 多く 観 鶴 され る 。 大 
いさ は , 50x20cm か ら 5x3cm の こと も あつ て 不 規 則 で ある が , 形 は 丸 味 を お びる も の 
が 多い (第 6 図 の 1) 。 挿 獲 岩 の あぁ ある も の は , FERAL AMIEREA CG, HPIctos 
BAEOLTHGC, 一 見 , 交 緑 岩 と 識別 で き な い も の が ある 。 皇 獲 岩 は , 一 般 に , HK, 
BOREAS, 花 答 岩 質 石 理 を と ど め て いる 。 は つき り 花 賠 岩 質 と わか る 岩石 に つい 
て 検 鏡 す る と , 粒状 組織 を 示し , その 鉱物 組合 せ は , 和 斜 長石 石英 か らち ら な り , 少量 の アパ 
タイ ト 。* 方 解 石 * 鉄 鉱石 な ど が 伴う (第 7 図 の 2)。 

有色 鉱物 は , 不 規則 な 形 を し た ウツ ウラル 石 や , まれ に , MRA LOCKS NRE 
FoR (第 5 図 ) が 存在 し , また 鱗片 状 黒雲 母 が 伴う 。 ARAL, 自 形 性 の つよ ょ い 卓 状 結 唱 
(1.6x1mm ~ 3 x2mm) を 示し , PO, その 成分 は , An. 29~46 CHS. MRAD ED 
り に は , ハリ 化 が 認め られ る が , と くに , 創 長 石 と 石英 と の 接触 部 で は , 著 る し ぐ な つて 
いる 。 へ リ 化 の すす ん だ 和食 長 石 は , WARE EL 斜 長 右 中 に 入り こむ ハリ の 形 は , graphic 


鉄 伏石 2.9 0.3 O 


1) FREKOARA MKC LSo 
2) 同様 の こと は G. P. L. Walker. (Geol. Mag., 91, 463~472, 1954) な ど に よっ て 
る 述べ られ て いる 。 
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belly 
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intergrowth を 示し て いる 。 石英 は 他 結 品 の 間際 を うず め , 波動 消 光 が つよ い 。 
第 5 図 WORM LBC PPI L OBER BRABMBMH = ホ ルン フ ェ ル ス や 石 
JRA SERA, 一 般 に , 棒状 (10 x4cm) 


の こと と が 多く , 小型 (4x3cm) な も の で も 
0 @ Ove 角 張 つ て いて , EO BBW, は つき り 他 と 
f tt oy 判 加 で きる も の で ある 。 BMPR 


は , RAG OMELEC, BRO? DI ER 
(At BORE SRST S 特異 な 形 を 有する 。 


d vey 0 ¢ GEN Cid, SABER, EICMRONE 
wy 35 Ai(An64), GE, WMH MA BLU ke 
質物 か ら な り , DROME, 鱗片 状 黒雲 

9) BG, 鉄鉱 石 な ど が 伴う 。 ホル ン フ ェ ル ス 帯 


Tye abies 0 OBR MRD に 比べ て , POMBLELTH 


> 7 0, か つ , ABER BELL TO? 

S AS 0, IRR, BEARD BIR Bit CUS (SB 
gp e7 a 1 : 
fo, rie es 図 の 1)。 


HEE PSs hic 捕獲 結 品 と し て 現 


n われ る BML, BR HRATHS. これ 
1 mm ら の 捕獲 結晶 は Fea & & Oa URC, 特に 
: 多く 観察 され る が , その 他 の 岩 脈 に も HEC 


AREPI) crocs Wo ARORA WF be 

関 石 (HHo) Ti: チタ ナイ ト Ore: KR ( 径 0.2-0.4mm) CBE RL, IRENA. 

BAG が み ら れ な い 。 そし て , 挿 獲 結 品 の 周縁 を 
‘OANA, HA, RAO, リン グ 状 ( 幅 0.04x 0.06mm) に と り ま いて いる 。 
AR AO HER Gad, RAR ORRIN CHOKE CA YD, DO, BORA 
も ち , BAMA Chim Oh ARC HO TWS (GH7NO 3, 4), 
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黒地 方 は , 機 つ か の 人 違 つ た 構造 単位 に わか れ , 異な る 岩 帯 が 分 布 し て いる 。 そ れ ら に 
伴う 輝 緑 岩 脈 は , いずれ る も 母 岩 の 片 理 構造 を 明らか に 功 つ て いて , か つ , chilled border 
を 有する 典型 的 な magmatic dike で あぁ あり, G. E. Goodspeed?) の いう 3 , replacement 
dike も し く は relict dike LZ aE EMI Ol, この 種 の 岩 脈 中 に は 存在 し な い 。 
COP AIS, 主 成分 と し て , バー ケ ヴ ィ ォ カイ ト 質 角 半 石 , お よび 一 部 の 岩 脈 に は , チタ 
ン 交 石 が 含ま れ て お り , 多分 に , アル カリ 岩 損 と 言え よう 。 

FiRAOB ESS, 褐色 角 了 関 石 , 煙 五 お よび ウラ ル 石 か ら な る が , これ ら の 鉱物 の 章 
に は , FA EAA ( 着 し く は 緑色 角 図 石 ) マッ ウラ ル 石 の 論 質 経過 が 伺わ れる 。 一 般 
に 将 石 の 角 図 石化 は ; 比較 的 高度 の 広域 変成 作用 , も し くわ 接触 変成 作用 を うけ た と き に 


t 


1) 鈴木 BE > 地質 , 41, 660~680, 1934 
2) Goodspeed, G. E.; Am. Jour. Sci., 253, 146~161, 1955 
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見 うけ られ る の で ある が り , AMZ, L ROBIE I VIM C HR. 福 色 角 
隊 石 は magmatic stag> に お ける 一 種 の 反応 線 (reaction rim) で あり , TOBA 
質 作 用 (deuteric alteration) が 行わ れ た と 解釈 する こと が で き Bo ROC. MEORE 
SAT SRS (IB) 2b, req CME (1I 型 ) と は , 成因 的 に , AML CBS 
いで あろ う 。 

HRD, BONG と くに 寂 集 する 個 向 が ある 。 こ の よう な 苦 脈 は , 相互 に 
類似 性 を 有 し , HOT. これら は 枝 脈 と し て の 特質 を も つる の で あり , より 深部 で は , — 
岩 体 と し て 連絡 が ある の で は な いか と 推定 され る 。 ま た 。, 分 布 に つい て 重要 な こと は , 交 
GN, 曹 青 石 ミグ マタ イト 中 に は 存在 し な い に る も 拘ら ず , 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ ト 帯 に 多 
く 観 察 さ れる こと で あぁ る“。 岩 脈 類 の 分 布 に つい て は , O. T. Jones を W. J. Pugh3) 28, 
Central Wales の Ordovician ic Lb NSKEOWRALRANL OTN YMA RM 
に 限定 され て いる こと を 述べ て いる 。 さらに , AHI CD MRO BIRD AIL, 
地域 的 に 限ら ち れ て いる こと が , HEB) に よ ょ つて 指摘 され て お り , また , ERR” 
は , 日 高層 群 に 属す る 粘 板 岩 中 に , その 岩 脈 分 布 を 見 い だ し て いる 。 こ の よう に 岩 碑 が 局 
所 に 分 布 し て いた り , も し くわ ちか 特定 の 岩 相 に 限ら れる こと が , どの よう な 原因 に 基く の 
a, 現在 , 必ず し も 明らか に され て は いな い 。 な お , これ ら の 岩 脈 の 綱 入 し た 方 向 は , 多 
く が N-S 方 向 を も つこ と は , 当地 域 全 般 に 認め られ る NS-EW 方 向 の 破砕 帯 , 断層 お 


ま び 節理 が 発達 し て いる こと な ど と 対 居 し て 注目 すべ き で あろ 3 う 3。 即ち , BREOBAR 
機 と な つた 有 要因 は , 大 きく ぐみ て, MBC RCCL cea L RC LMR 
られ る か ら で あ る 。 

次 に 外来 捕獲 岩 を し て 説明 され る 挿 獲 岩 に つい て 述べ る 。 ホル ン フ ェ VABRPARE 
SERRE ICs, 明らか な 変成 の し る し を 見 る こと は で き な い が , 花 賠 岩 質 皇 獲 岩 は , A 
化 が 進ん で , 殆 ん ど が 痕跡 程 度 の こと も る ある 。 こ の よう に ; 捕獲 岩 の 岩 質 や ゃ 形 の 違い は 。, 
既に , 小林 英夫 る 述べ て いる よう に , FOBBH BHA NERS OMWORERAR 
な つて いる も の と 考え られ る 。 従 つ て , 20 hea lctz, hypoxenolith と epixenolith ~ 
と が 存在 する こと に な る わけ で ある 。 次 に 皇 獲 岩 の 原 岩 で ある が , ホル ン フ ェ ル 質 や 石灰 
GREG IL, 3 の 特徴 か ら み る と , 当地 域 に 広く 分 布 す る ホルン フェ ルス 帯 の 岩石 と , 
その な か に 多量 に 含ま れる 石灰 質 団 球 と 思わ れる 。 花 賠 岩 質 捕獲 岩 は , これ まで も 大 山 岩 
中 に 多 ぐ 見いださ れ て いる が , その 場合 , HE OBERMAT NY 4 (EL Th, その 
形 や 残 品 か ら 原 鉱物 が 判断 され て いる の 。 こ の よう な 点 を 老 慮 する と , 問題 の 花 賠 岩 質 捕 


1) Harker, A.; Metamorphism, Methuen, London, 1932 

2) Heimat, SBA = Tee 4 } 形成 以後 の BABIRCHS 6 し だ た だが 5G fi EE 1 
FARES 7274 PRICBATS LARC, 草 青 石 ミ グマ タイ ト 中 に る も BALTH 
る こと が 期待 され る わけ で ある 。 

3) Jones, O. T. and Pugh, W. J.; Am. Jour. Sci., 247, 353~371, 1949 

4) 麗 橋 三男 ; 地球 科学 , 4, 1~10, 1951 

5) 酒匂 純 俊 ; 地質 , 58, p. 280, 1952 

6) MUR ; 北海 道 地下 資源 調査 所 報告 , 12, 25~46, 1954 

7) 

8) 


小林 英夫 ; WABR 22, 49~57, 1953 
Watson, K. De. P. and Mathews, W.H.; Am. Jour. Sci., 246, 1948 
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peli, fila, SRA BREENDLL, 少量 の 黒雲 母 が 伴っ つた も の と 思わ れる 。 そ 
Lt, その 鉱物 組成 , 組織 お よび 人 終 長石 の 形 や 成分 な ど に 基 い て みる な ら ば , その 原 岩 
は , ミグ マタ イト と する より る も , BAPMBRY と し た 方 が 適当 で ある 。 

4, FESR rhicia, 大 型 の ホル ン フ ェ ル ス 塊 が み ら れ る が , これ は 燃 緑 岩 が ホル ン フ ェ 
VABHZCEAOK, brecciate し て 包み こん だ の で あつ て , 先 に 述べ た 持氏 岩 と は 意味 
が 違う の と 考 ら れる 0 そし で LORVVY 7 = VAROEM PEAR, BRVY 72 WV 
ス 帯 の それ と 一 致す る こと か ら , 日 高層 が が ホル ン フ ェ ル ス 化 され , 現在 な られ る よう な 単 
伏 構 造 を 形成 し た の ち に 輝 緑 岩 の 貢 入 が 行わ れ た こと を 物語 る 。 さら に MORSE 
は アプ ライ ト 質 ミグ マタ イト や 片 麻 岩 の 岩 片 を 捕 汰 し て いた り , 花 貼 岩 質 ミグ マタ イト 源 
の 大 型 余 長石 を 捕獲 結晶 と し て も つて いる 。 此 等 の こと か ら み る と , BReORAR 
は , ミグ マタ イ } 化 作用 の 末期 か , ある い は その 完了 後 と な り , 構造 的 に は , PIELKE 
な い 環 境 で あぁ つた と 推定 する こと が で きる 。 造山 帯 の 火 成 活動 の 最終 末 に は , TVA 
HN 7 HEME OE ICEMIR DS LODNCOSD®, この 日 高 造 山 の 末 期 に る も る , それ が 現れ 
CS DN ET TE 


tS se OF 


DLEVRAA CERI, ROEGKBNTSZIEBMCESS 

1. 日 高 帯 南端 部 , 目黒 地方 に は , BBB LUST VI 4 MEARS HRB DEE 
L, Nn bik, 8-774, 24) BERG, FYVBRt Sh, BO. TVAVBEO 
BIR CHS o 

2. HEREO BERMOMNS PRE RBEANG (OL (REAR) po 7a 
の 変質 経路 が 認め られ る 。 前 王者 は ET NN ae 
BIEVER OI DNio 

3. DAD ANL, RY 72 VAR HBO D SRE OLN REL CSR, 
これ ら は , 成因 的 に , 関連 性 を 有する こと が 期待 され る 。 

4. hie ORAS t ORAS, 本 地域 全般 に 認め られ る 断層 お よび 破砕 帯 の 生 
成 に 関連 する 構造 運動 で ある 

5. fei OR ARRAS, LT Pee ERO EC ee ee 
造 的 に は , 現在 と 大 差 な い 環境 の も と に 行わ れ た 。 


RN 
SHA, 東京 教育 大 学 牛 来 正夫 助教 授 , 北海 道 学芸 大 学 浅井 宏 助 教授 , な ら び に 日 高 
研究 グル ー プ の 各位 に 対し て , RBOR 表す る 。 沿 , 野外 調 栓 に 御 援 助 くだ さっ つた 北海 
EES PE, 光学 恒 数 を 測定 され た 北海 道 大 学 木崎 甲子 郎 氏 に 厚く お 礼 を 
し あぁ げ る 。 


1) 和牛 来 正夫 (火成岩 成因 論 ) の いう , 火 成 導 入 型 の 花 閥 岩 で あぁ る 。 1 ORO TERE 
は , 日 高山 脈 の 東側 に 点々 と 分 布 す る こと が 知ら れ て お り , a 5km の 地 
RISO COCOBHRSS (橋本 誠二 ; WA, 51, 1944) 

2) Stille, H.; Abhard. Preuss. Akademie d. Wissenschaften. Nr. 19, 1940. 
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7885, FBBRONERIRYALFR 
TeEIRVAA Witk ROD: 
Hackmanite, 種々 な 産地 の HH EG 
及び 合成 し た 或 る 種 の 含 S 方 曹達 石 の 2 
O°C と -196°C HWS, 3650A weopse 
WEA Mi xy セン スズ の スペ クト トル を 調 
べた 所 , 極め て 類似 し て いる 。 双 こ れ 等 え ス 
ペク トル は , HAD Vi Ay セン スス ペ 
クト ル と 位置 は 異 る が 同じ 構造 を 示す の 
で , 天然 方 曹達 石 の 黄金 色 ル ミネ ッ セン 
RELHADBED ルミ ネッ センス は , 共 
に Na の 多 徹 化物 の 存在 に よる も の と 療 
えら れる 。 尚 オン タリ オ 州 , Bancroft 産 
hackmanite が , 1850A CO FRIAR 
MAST L, ReKEOITNS FAK 
な る こと を 見 出 じ た 。 (Am=Min., 40, 
22~31, 1955) CELL 
7886, HRil| Hamley #7 WEHaBGLO 
化学 成分 Zies, E.G., Merwin, H. E. 
米国 National 博物 代 所蔵 , HI 
Moonta 州 Hamley 鉱山 産 の PERAGKO 
化学 分 析 を 行っ た と ころ , これ が HEIGK 
の 理論 的 化学 式 Cu;FeS。』 に 極め て 近似 
し た 化学 成分 を 有する こと が 判っ た 。 A 
料 は BSN ie EL 化学 分 析 法 は 
Hillebrand et al., Applied Inorganic 
Analysis 2nd ed., (1953) に 従い , EAA 
味 し た 結果 , 各 成 分 の 平均 値 と し て , Cu 
62.99, Fe11.14, Co 0.05; Ni0.01, S 
25.48, Residue 0.23 合計 99.80% を 得 
た 。 これ は Cu; FeS, の 理論 値 Cu 63. 3 
1, Fe 11.13, $25.56 &#t 100.00% に 


極め て 良く 一 致す る 。 (Am. Min., 40, 
1001~1003, 1955) (EAD 


7887, 375 Gy tavorite  bar- 
bosalite Lindberg, M. L., Pecora, 
W. T. 

Brazil, Minas Gerais  Sapucaia gt 
山 の ペ グマ タイ ト は 石英 パー サイ ト , 
BRA, 百 雲母 を 主要 構成 鉄 物 と する 花 
賠 岩 貨 の ペグ マタ イト で , この 中 に リ シ 
VHA, REA, 電気 石 等 と 共に 極め て 
ZB. DAE BONE RAD PRB HE SR & gE 
Tho ※ 線 的 及び 化学 的 研究 の 結果 , Ue 
の 三 つ の 新 鉄 物 を 見 出し 夫々 Brazil 
の E. Tavora AR 及び M. Barbosa & 
授 に 因 ん で tovorite, barbosalite と 名 
ず け た 。 Tavorite は 黄色 の 微細 な ! 結 品 
集合 を な し , 平均 屈折 率 は 1.807, 比重 は 
3.29 で , montebrasite の Fe’ Hafe 
Li Fe’”(PO,) (OH) の 化学 式 に 祖 当 ずる 
化学 成分 を る っ で いる 4 Barbosalite yx 
scorzalite の Fe 置換 体 Fe” Fe,’”” (P 
O4)2(OH), に 相当 し , 黒色 不透明 粒 或 い 
は 結 品 塊 を な し て 産 し , MT Cis 多 色 性 
の 強い 青 緑色 を 時 する 。&==1.77, y=1. 
835 で 比重 は 3:60 で ある 。 (Am. Min., 
40, 952~966, 1955) (EAI 
7888, Alluandite に つい て Fisher, 
ID fe 

ACK L, 従来 Fe 一 Mn Pee YE DAE 
Km 物 と され て きた が , South Dakota, 
Black Hills の Green ペグ マタ イト か ら 
見 出さ れ た AMIS, 長石 一 石英 一 白雲 
Batic, lithiophyllite, monte- 
brasite 等 と 共生 し て nodule 状 を な し て 
PEF SMS, WKY PHORM MCHS LE 
示し , 又 酸 化 の 影響 は な く 新鮮 で ある と 
考え られ る の で , 世界 名 地 の も の と 比較 
BIS Leo AGAMNE MAAC, 補間 群 は 
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i= 


C2/c 又は Cc で あり , 単位 格子 恒 数 は 
Ay > dp c= 11.004 : 12.533 : 6.404A, 8 
=114°22^ で ある 。X 線 粉末 写真 に は 6 本 
の 強い 反射 が あり, 強度 の 順に 示す と 

2.73A, 6.27, 3.07, 2:51, 5.47, 3.49 © 
線 で あぁ る 。 光学 的 方 位 は [b]~7, 8 人 [c] 
=18.1°, 屈折 氷 は , &=1.782, 8=1.80 
2, =1.885 で ある 。 MUPHIDD OK 
つい て 化学 分 析 を し た 。(Am. Min., 40, 
1100~1109, 1955) [横山 〕 
7889, 新人 鉱物 likasite Schoep, A., 

Borchert, -\V., Kohler, K. 

ベル ギー 領 コ ン ゴ の Likasi PHBL OB 
右 を 研究 中 , APG HC FEROS 
CHILI, 小さ な 塊状 集合 体 を し た BE 
の 新 鉄 物 を 発 紫 し , これ を 産地 名 に 因 ん 
で likasite と 命名 し た 。 共生 鉱 物 は 自然 
銀 , BSR, buttgenbachite, brochanti- 
te 等 で ある 。 結晶 は 創 方 卓 系 に 属し , 1.5 
x0.04mm #, 001, 010, 100, 101, 0 
12, 014, 018, 105, 108S#ohaaBry, 
001 に 偏平 で , HOC OMe BRAD 
する 。 結晶 軸 の 方 向 の 屈折 率 は a1.61, 
b1.69 で , 多 色 性 が あり , a= PHA, 
b= Bo 単位 格子 恒 数 は a)=5.79, 
by=6.72, co=21.65A で , 完 間 群 は P2, 
792/4m2/a か Pema で ある 。 比重 は 
2.96~2.98 で , 化学 式 は Cuy.(NO,),4 
(PO,), (OF)y, CHS 5 (Bull. Soc. 
Franc. Min. Crist., 78, 84~88, 1955 ; 
Am. Min., 40, 942, 1955) [横山 ] 
7890, Hidalgoite の 一 恋 種 に つい て 
Cuillemin, C. 

Cap Garonne $kIlIO BAAS, 脈 石 
類 を 薄皮 状 に 覆っ た Po-AlOSnkitwe 
塩 鉱 物 が 見 出さ れ た 。 色 は 緑色 で , AE 
は 無色 , WAAHIReE SL, 硬度 は 4.5 
で あぁ る 。 BPH TX 針 状 結晶 の 集合 を 
な し , 光学 的 性 質 は 一 軸 性 正 で 伸長 は 負 
で ある 。 強い 分 散 が が あり, 屈折 率 は o= 


1.730,-€=1.735 GAY, AAR B 
To. NERD EE lk plumbogummite 
Pb-Al, (PO,), (OH); H,O & 同様 な fa 
折線 を 示す 。 化学 分 析 の 結果 , 化学 式 は 
Pb- Al, (AsO), (OH); H,O & 7 %o 
AeKMMIX hidalgoite PbAI,(AsO,) SO, 
(OH), (HE 7624 BFR) DBL 考え 
られ る 5 (Bull. Soc. Franc. Min. 
Crist., 78, 27~32, 1955) [横山 ] 
7891, REIZHS SAKOER Morey, 
G. W., Chen, W. T. 

RADAE BALE ボン ベ 中 に 一 定圧 
TP CAKE RUAA, BRR C MAT 
る と , 水蒸気 化し , RA LEB CRYOF 
を 経 ' で 2 ラペ ミミ 内 に 集まる 0 Inte 
LAT So BY APC MAES 
線 及び 岩石 顕微 鏡 で 研究 され る 。 まず 
正 長石 を 350° 5000psi 103 8 間 保っ た 
Be BSN RRO DMMB it 
90.8% DERALESA COS RYN 
HOR MiERA, GAZE, boehmite 
CHS. HRA 350°C, 5000psi. 38 
間 保 っ た 場合 , NRMAOER ALE 91.9 
% 残留 物 は 草 長 石 , 方 沸 石 , パラ ゴナ イ 
ト で あぁ る 。 低温 低圧 の も と で る PRA 
KEWOAS CA L720 200°C, 2000psi 
及び 100°C, 40psi で 行っ た 結果 は 次 の 
如く で ある 。 前 者 で は DRMAOBPRA 
比 70.7%, BB Mx RARU boehmi- 
te 少量 の カオ リン で ある 。 後者 で は 曹長 
石 比 49.4% 残留 物 は 白雲 母 , boehmite 
及び カオ リン で ある 。350°C2000psi で 
は 方 沸 石 の 大 量 が 曹長 石 中 に みち られ た 
が , 低温 で は 認め ちら れ な か っ た 。 (Am. 
Min., 40, 996~1000, 1955) (FREI 
7892, Crestmore 産 bulfonteinite 
Murdoch, J. 

産出 の 稀 な Gk CHB bulfonteinite 
が , カ リフ ォ ル = ミ マ 州 Crestmore の Com- 
mercial 鉄山 か ら , 石灰 岩 の 接 触 変成 惑 中 


- 抄 


eo iu 


に afwillite, scawtite (AY 7826 B3Aa) 
に 伴っ て 発見 され た 。 これ は 南 阿 以外 で 
最初 の 産出 で ある 。 ACMI, ALR 
の afwillite 中 に 不 規 則 な 脈 を な し , SHE 
BROMGEEIT So ※ 線 粉末 写真 で は , 


8.16A, 3.51, 3.46, 2.92, 2.885, 1.93 に 


強い 廻 折線 が 認め られ る 。 =SMACH 
像 品 族 に 属し , do=8.:34A, bo。=11.18, 
60=5:68 : X=88°24’, W=86°06’, v=9 
0°00’ で あぁ る 。 (Am. Min., 40, 900~9 
04, 1955) CHL 


AA RAD AA ARR RR 
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7893, Antrim Plateau, PRBER 
に 放す る 第 三 紀 tholeiitic basalt Pa- 
tterson, E. M., Swaine, D. J. 

Antrim Plateau D#=fOKR ARP 
部 , 中 部 , EMO=BaeAC AMS hn, 下 
部 と 上 部 は olivine basalt か ら 成 り , 中 
部 は tholeiitic basalt より 成る 。 ZO 
PBA AC 属す る basalt は 岩石 学 的 
に 均一 で , 長い 期間 に 互 っ て 叶 出 し た も 
の で ある 。 化学 分 析 及 び 分 光 分 析 の 結果 
CiLORORHOWSA Fe/Mg に よ 
る 塩基 度 が 増大 し , KRU K/Na 比 が 
減少 し て いる 。 Rb は の 傾向 と 一 致し , 
早期 及び 晩期 の 妖 岩 に 比べ て 中 期 の に 
ZLWIEE Cs 1/50 に 減少 す る 。Ba も 
Rb と 同 傾向 を 示す 。 Bae DICKS 
各 レベ ル の Baers 時 間 の 経過 と 共に 化 
学 的 性 質 が 異 っ て いた も の と 推察 し て い 
2。 (Geochim. Cosmochim. Acta, 8, 
173~181, 1955) (ti) 
7894, 主 成分 及び 微量 成分 に よ つ て 示さ 
nA New Zealand 変成 岩 類 の 起源 
aylor SS. R: 

Quartz-albite-biotite schist を 伴う 
緑色 片岩 類 の 薄 層 か ら 成る New Zea- 
land, South Island の 広域 変成 岩 類 一 


Alpine Schist、Belt の 研究 で は ; AE 


用 に よる 元素 の 再 配 分 は 僅か で あっ て 
化学 的 に は REAO 性 質 を 示す 。 Ara- 
hura 系 に 属す る quartz-albite-biotite- 
(calcite)-(clinozoisite) schist 10 価 の 分 
本 では, それ に 含ま れる 直 素 特に P, V, 
Mn, Na, Ca, Sr, K, Ba の 分 布 か ら 原 岩 
は アル カリ 長石 に 富ん だ . 未 風化 の 鉱物 よ 
り 成 る 硬 砂 岩 で ある 。 

Pounamu 系 に 属す る 緑色 片岩 類 7 個 
の 分 本 で は Arahura 系 の も の に 比べ て 
Cro Ms; NCoRLCUER EERE 
St, Ba, K の 量 が 少 い 。 7 個 の 中 3fslSK 
Ra 質 組 成 の RAARIC EK TS も の 
で , HAZE E OMA BA 7 olivine 
basalt 又は picrite basalt か ら 導 か れ 
た る も の で あお る oCr, Fe, Mg,Ti, Ni, Co, 
Cu, V, Sc, Na, Ca の 分 布 か ら RBAE 
床 に 重力 分 別 作 用 が 行わ れ た BERL, 
その 光信 は 変成 作用 と 同時 の deforma- 
tion に 先だって 行わ れ も た も の で ある 。 
(Geochim. Casmochim. Acta, 8, 182 
~197, 1955) CAG 
7895, 火山 ガラ ス 中 の 水 及 び 他 の 揮発 
Xa Ross, C.S., Smith,.R.-L. 

ガラ ス 質 の 真珠 岩 中 に 二 つ の 相 の ガラ 
ス が 発達 する こと が ある 。 一 つ は Bikes 
で ある 。 普通 前 者 は 小 球 を な し て 後者 中 
に 含ま れる 。 8 産地 の か よう な 真珠 岩 一 
黒 妃 岩 の 対 に 就 い て , FB RNVRES BST 
率 , 含水 量 , 比重 等 の 差異 が RANK 
例え ば New Mexico の Arroy Hondo 
産 の 小 球 は , 径 0.04~0.15mm. 内 核 及 び 
NBL OM Hiss ee CRA 
珠 岩 で あぁ る 。 前 者 の 含水 量 3.5% 屈折 率 
1.486, 後者 の それ は 0.3%, 1.497 CH 
Bo, 雌 等 小 球 の 真珠 岩 中 の 水 は 2~5%, 
黒 慈 岩 の そ れ は 前 者 の 10 分 の 1 位 で あぁ る 。 
これ 等 一 つの 型 の ガラ ス 中 の 水 の 結 合 の 
仕方 は 異 る 状態 に ある 。 即ち Arroy Ho- 


P12 BAG DERE 


Bult 


g 


ndo の 標本 に 就 い て 脱水 を 行い , 含水 量 
と 屈折 率 と の 関係 は 直線 的 で , 水 の 増 加 
wt SRP ROM MRS BB als 
BOMECHS. Bika Riga 

及び 各地 の 真珠 岩 (14 ケ 所) Bigs (107 
所 ) の 脱水 前 後 の 屈 折 率 の 差 と KO th 


量 と の 比 は , BE Cis FH 0.0122(0. © 


0113~0.0130), 真珠 岩 で は 平均 0.0044 
(0.0038~0.0049) で あぁ る 。 こ の 比 は 基山 
ガス の 起源 に 就 い て 異 る 産出 状態 を 決定 
する Shepherd(1938) の 研究 に 依 れ ば , 
黒 包 岩 中 揮発 成分 は 水 の 外 に CO。.Cl。 等 
種々 の ガス を 含み , 真珠 岩 中 で は 閉 し く 
減じ て いる 。 黒 妃 岩 に 於 いて 真珠 岩 の 生 
成 は 水 が 交 代 増 加 し て この 系 か ら 此 等 揮 
発 成分 を 道上 出す 効果 を し て いる 。 Rika 
HAD IKI BE D> b WPM 7TICOIK C 特徴 
づけ られ , 真珠 岩 は SARC aORB 
係 な 後期 の エピ ソー ド の 結果 で ある と BE 
えら れる 。 (Am. Min., 40, 1071~1089, 
1955) CFE 
7896, & Nyasaland OS848O 
S83 Morel, S. W. 

南部 Nyasaland の Middle Shive 
Valley\i7 7) DAE H ORS Nya- 
sa Rift system に 属す る 。 本 Valley 中 
OD HARE Rs 北部 で は NNE, 南部 で は 
NNW 方 向 の 走向 を と り , tisha 50° 
CHS, BRED ら 次 の 2 に 分 は られ 
So FORM, Shire 高 地 の 方 へ は Ake 
ee] (granulite facies), その 中 央 及び 
西部 は 角 困 岩 相 が 発達 する 。 前 者 は 主 に 
RAKE CRRA, Tei, 角 関 石 , 
微 パ ー サ イト , SHG, AR), Bosse 
ica, 黒雲 母 , 斜 長石 片 麻 岩 か ら 成 る 。 
黒雲 母 岩 は 後者 中 に Shire Jip CHK 
WR, Vv CIR CHER 30~4004—F, Fr 
REO BUCS 3S, 時 に 不 整 合 な BA 
関係 を 示す 。 本 岩 は HARES A CH 
関 石 を 伴う 。 本 岩 は 主 に 径 LTO & 


im 


雲母 か ら 成 り , MgO 〇 に 富み , SiO。. Al, Og 
ZL RG CrizeSs, Bs HM 
FEES AY CHS. Kapirikamod- 
Zi で は REO POUCA (ER 4008R) 
ZV Veeder ee Oe 
ト , Bes, マグ ネ サ イト 脈 に BND 
黒雲 母 岩 の 産 状 鉱物 学 的 性 質 及 び 基 性 岩 
脈 が 高圧 の 広域 変成 作用 を 受け て いる こ 
と か ら 本 岩 が 広域 変成 し た 標 構 岩 或 は RE 
紋 岩 系 の も の で ある こと を 示す 。 LRA 
成 作 用 の 結果 K。O, Al,O,, H,O の irflux 
OBER eek Let 思 は れる 。 
FG O MANS BOKRE TP ICE OROXN 
TRIAVMIEBZLERBNS, (Geol. 
Mag., 42, 241~254, 1955) (FRE) 
7897, tes, 造山 運動 お ょ び 造 陸運 動 
less, oy i: 4 

“Crust of the earth” tw43F-W 
の シン ポジ ュー ム の 中 に 収録 され た 論 
文 の 中 の 一 つ で ある 。 第 一 部 の アル プス ヌス 
式 山 脈 構造 と 蛇 紋 岩 と , Ho AO Mens 
造 陸運 動か ら な っ て いる 。 まず, Ophio- 
lite や , アル プス 型 teps t Bushve'd 
型 の 比較 に つい て 述べ , FUT ABW Fe 
カン ブリ ア 紀 層 に あま ね で ぐ 存 存する ご 
と , また , PSSA OT, 数 km に 
生ずる ょ うに 思わ れる 大 洋 中 の あぁ る 断層 
崖 に な みな い だ さ れる こと を AV, それ ら が 
REBCE OYE ER L TOBO CE な いか 
と 論じ て いる 。 次 に アル プス 造山 帯 と 島 
弧 の 関係 を 述べ て いる 。 構造 発達 史 を 解 
FASS Tele MERC HAS 利用 出来 = 
と , すなわち アル プス 型 蛇 紋 岩 が , 最初 
DORE RAMON BALK LOG, 造 
山 帯 の 発生 の 時 期 を 決め る の に GACH 
る こと を , 著者 に よる Appalachian の 
例 で 説明 し て いる 。 

また , 蛇 紋 岩 帯 は , 造山 帯 の 軸 を HM. 
る の に 有用 で ある こと を 示し て いる (と 


で に カン ググ り アア の 析 状 地 さ る いて 8 次 
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5 TOMS HO WOU Hs MAA Ow 
所 (大 陸 の 近く の 海底 に 始ま る ) が ちがう 3 
こと に よる の で は な いか と 述べ て いる 。 
次 に 蛇 紋 岩 帯 と 大 陸 の 生長 の 同心 円 的 関 
tA, 初期 原生 代 の RESUS (CEES OS, HE 
EEOFOSMICHIAL CWS LLSE 述 
べ て いる 。 終り に , HERE O emplace- 
ment に つい て の field geologist と 
Bowen 等 の 対立 点 を あげ ; field geolo- 
Sist の 側 に 立ち , 蛇 紋 岩 が 変動 が 大 きく 
TOT LT AXEL ORM > TC 豊富 で 
ある こと を 強調 し , solid flow 説 に 反 ぽ 
ぐし て いる 。 な お , 構造 的 な -emplace- 
en の 場合 3 (1) salt 
flow の よう な solid flow ( 深 所 ), (2) in- 
ternal flow な どの 断層 に 伴う ブロ ッ ク 
また は うす い レン ズ (et) を あげ , 補 
足 的 に , Bailep と McCallien (1953) の 
海底 姓 岩 説 を 記し て いる 。 BoBC: 
最近 の 地震 学 的 研究 に も と ずい て , モロ 
TFT, YFHO FF CCHEMAI(LRU deser- 
pentinization の 仮説 に よる 海底 の 隆起 
と 沈降 に つい て 推論 を 行っ て いる 。 Mid- 
Atlantic Ridge, Mid-Pacific 出 脈 の ギ 
= — (Giiyots) に つい て 述べ , さら に 
Colorad Plateau の 場合 に つい て 論じ , 
これ ら の 者 察 か ら 造 陸運 動 の 原因 と し て 
蛇 紋 岩 化 作用 を BAZOUL OMB M 
べべ て で て いる 。 (Geol. Soc. Am. Stec. 
Pap., 62, 391~408, 1955) [島津 〕 
7898, アリ ゾ ナ 川 の Chiricahua Na- 
tional Monument Dieta 
Harold, E. E. 

Chiricahua Mountains の 西部 に は 新 
AR OL ANS LBA ST: BAGS 
状 の 流 紋 岩 が 分 布 し て いる 。 この 大 部 分 
は , し か し , RRS Lik “‘ign-nbrite” 
と 分 類 し た 方 が より 正確 で ある 。 (いわ ゆ 
る nutes ardents の )。 こ の 地域 の 新生 
代 層 は , LBSBWEO bic, Eonite 


Park formation, Foraway Ranca for- 
mation (“HAMMER RRS, ERS 
RAS, 石英 安山岩 か ら な る ) が 重なり , 
さら に それ に 不 整 合 に Rhyolite Can- 
yon formation が の っ て いる 。 Rhyo- 


lite Canyon formaticn は , 1~8 の メン シン 
A— OFS RBs (12,62 7 の 間 に は 
小さ な REBGRHS) と , その 上 の 流 紋 
岩 折 石英 容 山 岩 か ら な っ て いる 。 た だ じ 
TORY RABEL COR LOR 
文 に は , この formation の wees 
の 野外 に お ける 関係 ( 層 序 構造 等 ), BH 
学 的 性 賀 ( 頭 微 鏡 的 観察 , 化学 成分 , 2 と 
8 の メン バー 内 の FBR L 比重 の 変化 ) 
が 詳し く てく 記述 され て いる s ぁ これ ら の 帳 層 
は , 著しい eutaxitic 組織 を RI, Hs 
た 孔 の な い 族 部 か ら , . ルー ズ な 孔 の 多い 
頂部 の も の に , 垂直 的 に 攻 移 し て いる 。 
また , 水平 的 に も 滞 移し て いる 。 垂直 な 
節理 と , 肖 石 の 塊 の 圧延 と 一 様 な 排列 に 
ょ る eutaxitic 組織 の た め , 風化 に より 
柱状 和 飾 理 が 見 事 に 発達 し て いる 。 上 記 の 
PEI, HOMO VOICE OHA 
BUTS, (Bull. Geol. oc. Am., 
66, 1216~1246, 1955) [島津 〕 
7899, イン ド ネシア 火成岩 類 の 放射 能 
と 化学 成分 Westerveld, J. 

Malay 東南 方 , Porneo 西南 部 , Su- 
matra, Java, KRU Celebes FMC EH . 
0, 先 ジ ュ ラ より 中 新 世に 及ぶ 花 賠 岩 類 
を 8 の group に 分 ち , onic BMA 
紀 の 超 基 性 岩 及 び 第 四 紀 の 安山岩 , KER 
BEYMSA 2 group を 加 へ , 夫々 bulk 
の 化学 分 析 を 行い 更に 各 の 惣 末 平均 試料 
に つき 全 放 射 能 強度 , 8 線 強 度 並 びに Ra 
含有 量 を 測定 し て お り , SBE L BRR 
の 測定 は 個々 の 試料 に つい て る も Fon てい 
Bo Awe eA ORs 137 で 'group 
® SiO, range (i 75.11~42.71%, = 
Heic OWT al, {m,c¢, alk, k-mg, 及び 


aA MWR PS 


QO-L-MAS(ERA ARS COS AHH 
48 RU 8 線 強 度 は 夫々 doubleioniza- 
tion chamber 及び Geiger-Miiller 計 
数 器 で 測定 され た が , HHRORKEIK 
て 両者 の 比率 に か な り の 変化 が ある 事 
は BARBOUR の ほか に 比較 的 強い OAR 
放射 源 が 存在 し , それ は 流 成分 鉱物 中 の 
Th: UibMWOHSZACHAZILEB 
えて いる 。 全 放 射 能 及 び Ra GAH lk 
SiO, 並び に K,0 と 共に HAL, Rae 
BEDRAILS Gita (Riouw—Lin- 
gga ##s,, Banka 8) の 3x 10-Megr/gr 
C, RABY s 7D Soela, Banggai Zz 
B7EREO 2.7x10-2 で ある 。 Eorneo 
の は 1.201.3x10- Ce, 第 四 紀 容 山 岩 
玄武 岩 類 は 1.3x 10-12 CES. BE 
Vaca LC. 中 新 世 の 花 賠 岩 ・ 花 賠 
Wie k OKS group の 全 放 射 能 は 著 


し く 小 で ある 。 中 生 代 後期 の TER 


Malay RHMaBORSS (tia tL T 
る も の か ら , Borneo 西南 部 の FAA - 

(tia BRAS FS も の まで 5 
group が あり , これ ら を 平均 する と 全 放 
射 能 は 先 ジ ュ ラ 花 賠 岩 類 と 略 同 じ に な る 
が Ra 含有 基 ば 2.3x10-4% & GR, CH 
BEV. COG 時 代 的 並び に 
構造 的 group に 分 け て 各 の bulk に つき 
化学 成分 並び に 放射 能 を 比較 研究 し た 点 
ERIS So MM, practical な 面 と し 
て , 産 鍋 地域 は Malay 東南 の SOE Ry 
HVS EES CO CAE D LE RRAY > Borneo 
西南 部 に は 及 ん で いな い 事 を 予想 し , ま 
た 比較 的 放射 鮨 の 強い Sosla, Banggai 
BOT AO Ht Be, Nb-Ta 等 を 
含む ペグ マタ イト 鉱物 に 対し て 調べ る 価 
値 の ある 事 を 述べ て いる 。 (Verhandel. 
Koninklijke Nederlandse Akad. van 


Wetenschappen, Afd. Natuurkunde, 
Eerste Reeks, Deel XX, No.4, 1~ 


501 1954) (42) 


7900, Nevada, Humboldt 地方 の 金 
—RBE—RBRURA Willden, R., 
Hotz> 2. 

当地 方 の 地質 は 古生代 Harmony 
formation (長石 質 硬 砂岩 , HH. BE, 
Bae) これ ら を 貫く 花 賠 図 緑 岩 々 株 , 支 
武 岩 質 安 山 岩 (第 三 紀 ) RUBS (Aw) 
LORY, 録 床 は 沖積 層 中 に 層状 に BREA 
する ( 層 厚 20feet) 。 構成 鉄 物 は 自然 金 , 
KE (0.0Smm~lcm), Ap (lcm 
以下 ) の 他 , BERS, FIV BRK, AE 
Gk, BRB, Vay, €+ XG, FSB 
A, GG, WES CHS. ASR 
ORALBHUER, 地域 内 に 1) 8 
AJBER ( 金 - 灰 重石 - 硫 化 鉄 - 石 英 脈 が 
HY, 2) FERPA DBAS AIR 
重石 が 産出 し , 3) iad GROOM ee 
する 破砕 幣 に は 辰 砂 が 鉱 染 し て いる Bde 
5, これ ら 各 鉱物 が 風化 ・ 流 水 作用 に ょ よ 
9 り 運搬, 堆積 し , WERE 生成 し た もの 
と 思わ れる 。 (Econ. Geol., 50, 651~ 
668, 1955)_ CSRS) 
7901, FeSidi ¢ PGA O RBH 
織 Jankovic, S. 

#4 (x Jugoslavia の Schuplia Sti- 
jena 及び Brskovo figgk Il HEGkA OKA 
関係 を 研究 中 , PR EK MENTS 
PAS - PRR ERSR O BARB RRC A TL 
く 類 似 す る 興味 ある 組織 を 黄 鉄 鉱 ・ 関 亜 
鉛 鉄 間 に 見 出し , その 共生 関係 に つい て 
記述 し て いる 。 即ち も , 上 記 の 鉱床 は HS 
を 母 岩 と し, SOCKETS BSUKMO 
鉛 亜 鉛 鉄 床 で , MASK e L Crd BORSA 
Gh, 方 鉛 鉄 及び 黄 鉄 鉄 を BEL, これ に 
磁 鉄 鉄 , 鏡 鉄 鉱 , 磁 硫 鉄 鉄 , 硫 克 鉄 鉄 , 黄 
FAG, +. —-S$k, 四面 鉛 鉄 , SRA TR 
CURRESE LORI. BERK - PUA 


SEN 
eas} er ? 
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鉄 間 の 共生 組織 は 1) 黄 鉄 鉄 中 の pgaTER 
Shire &, 2) PQARSASK cH ORR RIE ee or 
より な り , その うち 前 者 は Bagh py 
亜鉛 鉄 藤 品 と 全く 同一 の 形状 を 呈し , 3. 
BRIE 4 射 状 の 性 形 藤 上 唱 る 少な ぐ な く 
且つ これ ら は 部 分 的 に 群集 し て ES Ba 
向 を 有する 。 一 方 後者 の MMe o 
BL SASA NINE る PORE GAGK ch D WESROR Ic HE 
み ら れ る 様 な 懸 滴 状 組織 を 呈す る が A 
mR ER, 或いは 各 細 粒 が 一 方 両 
に 平行 し て 配列 する 等 , PUREE OSES, 
学 的 方 向 に 支配 され る も の る 少な く な 
い 。 これ ら の BRE) LOMB ER 
体 の 離 深 に よる る の で ある 可能 性 が 極め 
て 多い が 交代 の 産物 で ある 疑 も ある 。 
(Neues Jahrb. Min., Monatsh. 10, 
224~232, 1955) Ag 
7902, Jamaican bauxite 中 の EIN 
物 の 成因 Hartman, J. A. 

筆者 は Jamaica の St. Ann Parish 
に 広く 分 布 す る 中 部 中 新 世 の 石灰 岩上 に 
残留 土壌 と し て 存在 する ホー キサ イト 鉄 
RAP OBRMO RAS Wb viet SZ Alc 
下部 の 石灰 岸 及び ボー キサ イィ イト} の 化学 分 
析 ・ 顕 微 鐘 的 観察 及び HC] と Na,C。0』 
で 処理 し た 残留 物 の 反射 顕微 錯 的 観察 等 
を 行っ て 重 鉄 物 の 由来 を 論じ , 次 いで 
ー キ サイ ト 鉄 床 の 成 因 に 及 ん で いる 。 

これ に よれ ぼぼ ジル コン , BER AF 
IVE, FX YER, EBM, 石英 等 は 石 
灰 岩 及び ボー キサ イト を 通じ て 普遍 的 に 
存在 する 特徴 を 示し , 更に 化学 的 処理 の 
残留 鉱物 の 定量 的 な 関係 に 於 て も 両者 は 
WR—BWLko LALIOBAKIE ボー 
キサ イト 中 の 赤 鉄 鉄 を 石灰 岩 中 の BEG 
より の 次 質物 と 考え て 同一 物 と し て 取扱 
つ で いる 。 ボー キサ イト 中 に 含ま れる 重 
舗 物 は 下部 石灰 岩 よ り 由 来 し た も の と 考 
A» 更に 重 鉱物 の 大 部 分 が チタ ン を 含む 
事 よ り , ZEBaRint BREHERCES 


KIUWKEY 由来 する と し , 次 いで ボー キ 
サイ 人 鉄 床 は PARE © SRI ED 
地 に 生じ た 残留 土壌 と し て の 赤土 型 に 相 
当 す る と 論じ て いる 。(Econ. Geol., 59, 
738~747, 1955) [田代 ] 
7903, 水 成 鐵 鐘 層 に 関す る pH & 酸化 
ポ ボ ポテンシャル の 関係 Huber N. K,, 
Garrels R. M. 

著者 は 水 成 鉄鉱 層 を 形成 する 水 酸 4 bk, 
硫酸 鉄 , 炭酸 鉄 等 の ARB DS 0.1 へ 0: 
OOIN, pH 4~5 の FeCl, FeSO, RU 
INDIRA D2, BER Kee 
AS EWU ECR TS ZBSO 深 液 の 
PH, 酸化 ボ ポテンシャル (Eh) 及び 時 間 を 
観察 し て 相 十 関係 を 明か に し これ を 地質 
学 的 に 応用 し た 場合 に 就 て 論 究 し て いる 。 

これ に よれ ば ぱ 使用 溶液 , 使用 気体 の 種 
類 を 問わ ず Fe(OH), ix YERKES L CH 
時 間 , FeCO。 は 数 週間 , FeSO, ti 数 週 
間 以 上 を 必要 と し た 。 一 方 光 濾 に 際 し て 
の 気体 の 影響 に 就 て は 先ず LSE Lee 
場合 PH 及び Eh は ほとん ど 不 泰 で ある 
が 多少 の pH 減少 が ぶ あ りこ れ は PAHO 
KBAAZDWELER KH, 次 に 准 素 で 
は PH は 増加 し Eh は 減少 し Fe(OH)。 
EVAL, これ は 落 液 中 の 炭酸 ガス が 放 
出さ れる 為 と 考え られ る 。 一 方 これ に 引 
き 続 いて 通す 炭酸 ガス に よれ ば pH ww 
> UGFO Fe(OH), を 再 深 解 し , FeC 
Os DUE 生じ て Eh 減少 する 。 この 
様 な 実験 結果 より 著者 は 鉄 イ オン の 種々 
の YEPRIE & も つ YEH (10°~10- 2°), pH 
(83~9), Eh(—0.4~0.5) 等 間 で 規定 され 
る 水 酸 化 鉄 , 炭酸 鉄 , 硫酸 鉄 等 の 安定 範 
ARE L, 地質 学 的 応用 と し て は 河川 
に よ つ て 鉄 イ オン が 運ば れ 海底 に 鉄 鉄 層 
を 形成 する 場合 に 北部 Wisconsin iz 2% 
通 な pH 5~6, Eh 0.25~0.30 を 示す 流 
IK CS TER & AE FS 運搬 する 事 は 不能 
で あり 結果 と し て Eh の 低下 を 来 す 有機 
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物 を 含み , 流域 が pH I OWMERTAK 
質 岩 右 地 帯 で な く BARB MOWER 
な 緩 流 河川 を 必要 と する 。 (Econ. 
Geol., 48, 337~357 1953) [田代 ] 
7904, RAPOBRY Mueler, G. 
England の De-byshire 鉱床 地帯 は 
石炭 紀 の 右 灰 岩 中 に BOKSEIR & BAT So 
RESINS 包 裏 物 に 富み , 結晶 内 で 帯状 
分 布 を な し , 各 帯 で は COMB KS, 
区 状 等 特徴 が あり , 鉱物 聞 の 各 帯 の 対比 
が 出来 る 。 論文 中 で は その 方 法 を 主 と し 
CRA THES, RA, Aika, Bink 
UBER KODAMA HSo a) RHR 
内 に 普遍 的 存在 の も の ; HE: BRGREK, 
Reg, gas 及び BR. 方 解 石 : HK 
Gk, PIG RMU gas. b) 局部 的 存在 の る も. 
DO; A ASK, ARR, Bia = 
FF741>RUBAM. 石英 : ARKKR 
金 紅 右 . 方 解 石 : aRGRGK, 福 鉄 鉱 , FL 
EARURIEAR- Hida > WERK, 赤 鉄 
鉄 及び gas. c) 散発 的 存在 の もの; BA 
: SASK, 図 亜鉛 鉄 , 右 英 , HA, FLUE 
A, 類 土 , 炭化 水素 類 及 び 水 ・ 石英 : 黄 
GREK, IKS YAY GR, 宰 鉄 鉱 , 炭化 水素 
類 , 水 , gas 及び 不明 物質 . Hie: 
fe, 方 負 鉄 ) 隊 亜 鈴 鉄 , 百 鉄鉱 , 金 紅 石 , 
WE, 重 品 石 , 炭化 水素 類 及 び 水 。 この 
脈 石 中 重 品 石 と 方 解 石 中 の 黄 鉄 鉄 が 最も 
利用 し 得る も の で , それ に 就き DEH, 
mem 大 さ , RALCMOL, 断面 の 形 , 向 
き 等 の 特性 を 検討 し た 。 (Mining Mag., 
90, 148~154, 1954) [鈴木 〕 
7905, MAO wih Mueller, G. 
脈 石 中 重 品 石 と 方 解 石 は , G20 Bh 
BAVC BA A AAMAS, IC 重 品 
BARA E LCR BOOL, VED 
帯状 分 布 そ の 他 が 方 解 石 よ り REL TW 
SHO, 主 に 用 いら れ た 。 前 論文 中 の 黄 
鉄鉱 Z 講 性 質 か ら , その 結 品 の 成長 の 割 
合 , GED AE tA ABR BRD BS BASH 


se, 又 循 徴 的 な 帯 の 対比 に EOC 2D 
問 の 関係 を 求め 得る 。 又 同種 鉱物 で も 生 
成 時 期 或 い は MRO TET RASS COM 
比 に よ つ て 容易 に 知り 得る 。 この 様 な 関 
係 な BT BREA O BB 5 OD 
の で は 簡単 に 対比 が 出来 る が , それ 以上 
の 範囲 で は 帯状 分 布 の 一 般 的 傾向 又は 極 
度 に 特徴 的 な 帯 の 存在 に よろ つて BSNS 
これ 等 の 目的 の 次 利 用 し 得る dems, 
PEG MOUND, Sas 又は HRSA 
で ぁ る 場合 が ある 。 他 の も の は ©O fafa 
NR 

この 包 裏 物 対比 の 方 法 の 雇用 と し て , 
AU AK ReBAL?: BAERS k 
A /\\ SERA O SAI CVERICS UC 適用 し , そ 
の 生成 過程 を ZBL LOR: HE 
は , 包 裏 物 に 富む 帯状 分 布 を 示す 脈 石 を 
PES ELIR COA 採用 され 得る が , し か し 
SME et HEL, 或いは 鉱床 の 特性 を 
知り 探 鉄 上 の 指針 に 供する 等 有効 な 方 潜 
と な ろう 。 (Mining Mag., 90, 208~ 
217, 1954) CRI 
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7906, Texas} RS 
ける REAM HEN 研究 , She- 
pard, F. P,. Mooze, DG. 

fan Antonio bay *##ALLULT, 2 
YY Bd 5 RIA S 17s BRONAILE SE 
する Texas 中 央 部 の 地域 が が, 現世 玲 積 
物 の 堆積 学 的 研究 の 対象 と し て BES 
れ た 。 堆積 環境 上 次 の 8 つが あぁ あぁ あげ ば られ 
Ro 1) 河 百 に 近い 入江 一 植物 質 , Ke 
物 , 具 形 類 及 び 有 孔 虫 (前 者 が 優勢 的 ) に 
富み , 堆積 物 は 層 理 を 有する 。Montmo- 
rillonite が 最も 普通 の 粘土 鉄 物 と し て 
認め らち られ, Ca で O。 量 が 高い 。 2) 入江 の 中 
心 , 深部 一 層 理 を 認め ず , clayq 量 高く , 特 
AFR EMA (1/16mm LY EO 


co 
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HH). Oyster reef UH HGRA HY, 
Montmorillon'te, Ca CO, Hit 1) に 
HELA Wo 3) 河口 に 近い 低位 の 入江 一 
sand に 富み (50% 以 上 ), 且つ silt by 
も clay が 優勢 的 で , 生物 は 外 湾 性 の る も の 
と の 混合 型 。 4) 坦 洲 部 一 sand 量 多く Bh 
つ 前 者 と 異 り 植物 質 に 富む 。 FWA 
KAM, 入江 部 で は HIER RUA dD 7 
り 含ま れる 。 5) BRRUMETAL 
sand か ら な り , 移 に の み clay 及び silt 
D3~4% を 含ん だ て ell sorted sani で 
1/4—1/18mm と 1/8 一 1/16mm と の 
間 で 略 同 量 を 示す 。 前 者 は rouniness, 
BAL ARE BLA EUAN 5) 近 
REISE a 5 約 SOR OPRA FEC 
, 1/8—1/1€mm size (z #1 L 72 sand 
か ら な る こと , MRA SELL, AB 
は 寧ろ 少 い こと が 特徴 と な る 。 7) BOR 
—1202R の 深 さ の 内湾 浅瀬 一 砂 質 部 に 海 
A, WIE St ARMILBAMEY 
は 少 い 。 St が 優勢 で , MEL y ARE 
々 み ら れ る 。( じ aCO。 量 が 極め て 少 い 。8) 
et ihe BIL Re 相当 量 認め ; 
且つ で aCO。 量 が 高い 。St. Joseph, Ma- 
tagorda 堤 洲 側 で は Clay 量 多く , 北東 方 
で は san3 量 が 増加 し て いる 。 更に 上 記 
の 各 環 境 別 の ボー リン シグ 資料 に より 現世 
堆積 物 の 厚 さ と 系 積 関係 が 確か め ら れ な た 。 
(San. Antoa‘o Bay の 軸 部 で は 入江 堆 
FM SURORSE EC, 一 その 他 は 和 省略 )。 
Cig RAN EME 入江 深部 の 堆積 物 は 水 
期 後 の 海 浸 期 と 一 部 同時 期 と みな され , 
SEND DD BRIE ie ¢ b % 6,500 年 前 
か ら 始 まつ た も の と 考え られ る 。 堆積 物 
の 比 量 , 逸 水量 , 孔 険 率 等 の 物理 性 及び 
化学 性 を 挙げ て 初期 の diagenesis を it 
LZ。 (Bull. Am. Assoc. Fetrol. Geol., 
39, 1463~1593, 1955) Gini 
_ 7907, Michigan 護 積 受 地 の Salina 
| 岩塩 層 の 成因 , Dellwig, L. S. 


Michiganj\| Newaygo County の Glen 
Bradley 4 号 需 井 か ら 得 ら れ た Salina: 
岩塩 層 の コー ア に つい て , OWES, 
生成 温度 並び に dolomite-anhydrite ラ 
ミナ の 成因 を 論じ た 。 Salina 層 は その 上 
位 の Bass Island dolomite と 併せ て , 
Silurian system の Cayugan 層 群 に B 
し て いる が , これ は Michigan 堆積 盆地 
の 最も 初期 の 蒸発 残留 岩 で , BARAL 
a BRU BERABZAO 3 層 に 大 
別 さ れる 。 岩塩 層 に は 2 つの タイ プ が あ 
り , 1 は 層状 の も の で 83 一 8cm の salt が 
anhydrite と dolomiteN 73+ FB 
する も の で , その halite 結 量 は 平均 lcm 
以下 , 他 は 憎 理 不明 の も の で ト +alite は 平 
均 数 cm BE CHS. Mw MRI. BH 
は 再 結 品 に よる も の で , その 他 の 成分 鉱物 
と し て は ラミ ナ 中 に quartz, pyrite, ce- 
lestite, poly-halite RURHMC, いわ 
ゆる ‘‘Polyhalite phase” の 形成 過程 を 
どっ た る の Oe あ る oHahteyt SR 
状 の 漏斗 型 (hopper) AAC, その 液体 
(塩水 ) 包 裏 物 に より 32.0 一 48.4°C の 生 
成 と され る 。 salt DHKRES 74 T7RS 

り , 1) 包 庫 物 の 多い ビ ピラミッド 状 漏斗 弄 
halite か ら な る 灰色 部 , 2) GEMM tv 
halite か ら な る 透明 部 , 3) anhydrite と 
dolomite か らち な る 暗色 部 か ら な る 。 最 
初 表 面 に 出来 た salt crystal は 表層 の 飽 
和 塩 水 の 表面 張力 < より 上 記 の よう な 和 有形 
を 作り つつ 成長 し て BHR 1) の 灰色 
部 を 洗 積 する 。 温度 の 下降 に より 過飽和 
状態 に な り , これ が 核 と な つて 2) ONE 
部 を 作る 。 BOGE LAL» 塩水 の 供給 , 
李 節 変化 に より 上 記 の cycle が 乱 さ れる 。 
3) の 部 分 は 通常 の 海水 浸入 に よる も の と 
考え られ る 。 塩水 が 供給 され る 場合 ある 
条件 まで は 生物 が 保存 され る が , そ の 分 解 
に より 層 元 状態 と な り , Kk pyrite を 形 
KL, RAMP 油 臭 を 含む こと と 相 備 つっ 
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て 1),2) と 3) と の 問 は 成因 上 不 連 続 で あ 
BLLEML WS —FH 1) & 2) tk 
halite #EgBrhyc PKA hematite DIG CE 
まれ る こと か ら 酸化 帯 的 条件 下 に あつ た 
こと が 暗示 され る 。、(Jour. Sed. Pet., 
25, 88~110, 1955) [加藤 ] 
7909, カリ ホル ニヤ La JoliaBAhR 


谷 の 北部 の 海 成 堆 積 Wimberley, C.S. ~ 


La Jolla YM Scripps RE, La Jolla 
峡谷 の 北部 は REO Lab 5 つの 堆積 型 
に 分 けら れる 。S 型 は 小海 型 で 深 さ は 4 
ISBY Vb LMEOAEHA 0~25% Be 
FEE 26 より 粗 いも の が 0~39% CHS 
OS 型 は 中 間 型 で 16~61 民 , 33~73% 
(silt+clay),0~3%,D 型 は 深海 型 で 93~ 
1208 G, 85~96% (silt+clay) 0~3% 
CHOKE RO BRE 0~S% (silt + 
clay) 4.65% (>26) で ある が Cilia 特 
別 の 型 で 39~98 尋 の 深き の 所 で 21~58 
9% (silt+clay), 3~62%(>2 ゅ ) と 粗い 尊 
と 細い 粒子 の 共存 する 所 で で じ 型 を 除け ば 
median grain diameter Md ぁ ¢=0.0208 
D+3.30 で 泥 と 深 さ の 関係 は M=1.74D 
ーー1.93 で 表 は され 泥 の 百分率 は 求め られ 
る 。 BAL KSB OWT % 簡単 に 
RNAS 海中 峡 谷 に 関し て 東西 , 南北 
の 2 断面 を 図示 し 粒度 分 布 を 示し 説明 を 
Mz Two (Jour. Sed. Pet5¢25, 
24~37, 1955) [阿部 ] 


7910, 化学 分 析 の Versenate method 
に よる 西部 Texas の 二 映 紀 岩 互 の 分 類 
Gueérreto R: G., Kenner, C. T. 
RIB ODINSS (OAH 
CH DAMMAM TSO ERBO 
と し て Fettijohn(1948), Shrock(1948), 
Kryn'ne(1948), Rodgers(1950) の 分 類 
に つい て 比較 し 筆者 は 化学 分 析 の ver- 
senate method の 使用 に よ つ て DSi 
岩石 に これ を 応用 し Pettijohn の 定量 的 
図式 に 変化 を 加え 右 灰 岩 自 雲 岩 系 の 普通 


の RABI BODIE RATS Pe- 
ttijohn は 横 軸 に CaO/MgO の Mole 
ratio  & ly MeHMVCHE-ED per cent を 
と り 0DRACRA LCOS, BES 
は この 分 類 を 簡単 に limestone-dolomi- 
te 系 を 採用 し て 5 段階 に 分 け Texas 西 
部 の Malone Mountains 地方 の Briggs 
REO Rw AL Finlay Mountains 
の Leonard AO [RIBERA < OF 
に よう て 分 類 を 行い Briggs REO AM 
白 圭 岩 乃 至 白 雲 岩 化 石灰 岩 を 主 と す る 岩 
HCHSZEL TWH, (Jour. Sed. Petr., 


25, 45~50, 1955) [阿部 〕 
7911, ABBE ARMIES MEI 
Tanne, W. F. 


Georgia, Alabama, Florida, Okla- 
homa の 4 州 に 於 ける 異な つた 3 地質 時 代 
DBA, 及び 現世 の 海 周 線 堆積 物 の 術 層 
理 約 2000 ヶ を 測定 解析 し た 。 和 倖 層 理 の 
傾斜 方向 は ブラ ント ンコ ン ペ パ ス で 測定 
し こむ を 適当 な octan せ に 分 割 じ た コ 
ン ペ パス ( 円 直 図 ) 上 に 統計 的 に 処理 , 図示 
し た 。 統計 的 数 値 と し て ば “mode” と 
“minimum arrow’ 災 最 も 有用 で , 或 る 
BA “vector sum” も 役に立ち 平 
SENS SA ERE BER RZ 720 環 
BEDS AME WL Cis FH 2D “mode” yw 
用 で ある 。 上述 の 測定 解析 方 法 の 結果 次 
の こと が 言え る 。 唯一 個所 で 測定 し た 資 
料 は , 例 え 資 料 数 が 多く て る も 完全 に 真 違 つ 
た 解釈 を BRS 大 抵 の 場 処 で は cha- 
nnel(river) と littoral current ic よ ょ る 
も の が , よく 区 別 す る こと が 出来 る 。 Es- 
tuarine deposits と 二 え られ る も の は 資 
料 を 解析 操作 する に 困難 で あぁ る 。 一 般 的 
に 言っ て 古 地 理学 的 復元 を する の に 人 稚 層 
理 の 傾斜 方 向 を 用 いる こと は , MoE 
効 で ある 。 (Bull. Am. Assoc. Fetroi. 
Geol., 39, 2471~2483, 1955) [田口 〕 
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